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明治前期，旧加賀藩家老横山家の金融業経営と鉱山業への転換
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はじめに

現在においても華族経済史ないし華族資産家研究の一つの到達水準と評価されている千田稔

「華族資本の成立・展開―一般的考察―」１において，旧薩摩藩主島津公爵家，旧延岡藩主内藤子

爵家，および旧加賀藩家老横山男爵家は，三大鉱山華族として，「華族資本」の顕著な事例とし

て評価されている。筆者は，そのうち，石川県の尾小屋鉱山開発に成功した横山家について，鉱

山経営や投資行動の実態を一次史料に基づいて分析し，最も近代企業家的な華族の事例と考えら

れる活動の内実を明らかにする作業を進めている。本稿は，まず明治前期のそれを検討すること

を課題とする２。

上記の千田論文は，華族の数多くの事例を検討した結果，華族はたんに有価証券投資に止まら

ず蓄積基盤を多様化して，「華族資本」として成立・展開したという議論を提起した。そこでと

１ 『社会経済史学』５２巻１号（１９８６年）所収。
２ 鹿児島県の山ヶ野金山・芹ヶ野金山を経営した島津家については，寺尾美保「島津家と第十五国立銀行休
業問題に関する一考察―華族の資産運用と顧問制度の関係―」（『尚古集成館紀要』７号，１９９４年）をはじ
め，同誌などに島津家文書に基づいた研究成果が掲載されている。宮崎県の日平銅山を経営した内藤家に
ついては，落合弘樹らによって同家文書の分析が進められている（落合「旧藩主家近代史料の研究」『明治
大学人文科学研究所紀要』６９冊，２０１１年３月，など）。
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くに重視されたのは，資産家となった旧武家華族の中でも，顕著な企業家的活動を行った例もみ

られる点であり，とくに鉱山業に乗り出して成功した三大鉱山華族はその代表とみなされた。こ

れに対して，伊牟田敏充は，資産家となった大名華族の投資行動を検討した結果，「華族は自立

した「資本」ではなく，他の資本家によって利用されるレントナー的資産（中略）の所有者にす

ぎなかったようにも思われる」と結論した３。筆者は，マルクス経済学的な資本概念に擬えて説

明する千田の理解よりも，全体としてはレントナー的資産の所有者にすぎなかったとする伊牟田

の理解の方が実態に近いと考えている。また横山家は，１９００年に男爵に叙せられるまでは士族

であり，それまでは上級士族たる企業家の事例であることにも注意すべきである。

まず横山家の，近世における武家，および近代における旧家老男爵華族としての位置を確認し

ておこう。表１は，幕末頃に作成された全国万石以上諸大名高禄家臣，計７１家の一覧表である。

ただし同表において禄高トップの吉川監物は，岩国城主であったが，毛利家が幕府に支藩として

申請しなかったため，大名家臣とみなされていたものであり，１８６８年に新政府から正式に立藩

を認められた４。また大名級の禄高ながら江戸初期に徳川御三家の付家老となり，吉川家同様に

明治新政府から立藩を認められ藩主となった水野家など５家もあり，通常の大名家臣と単純に並

列できない者も含まれている。しかしそれを除けば，加賀藩筆頭家老５万石の本多家以下，外様

大藩大名の有力家老が大半を占めており，横山家は加賀藩において第３位の禄高３万石を誇る世

襲の家老であった。同家は全国レベルでみても，最上層の大名家臣の一つであったことはまちが

いない。

そして表１の，上記吉川家や御三家付家老のうち明治初年に藩主となった者は，他の大名とと

もに早々と華族に列せられたが，その他も大半が１８７９年以降に華族に加えられ，とくに１９００年

には２５名が一斉に男爵華族となった５。横山家など旧加賀藩万石以上家老１２名のうちの１０名も

その中に含まれる。

この時，宮内省は，華族候補に挙がった「旧藩壱万石以上ノ家」５０の当主について，職業や

資産，生活程度などを調査している。表２は，これにより５０名の当時の職業を分類したもので

ある。同表によると，未成年を含むとはいえ無職が４割を超えており，積極的な経済活動に向

かっているものはかなり少ない。毛利重輔のような鉄道技師上がりの大企業経営者や，帝大法科

を出て官僚になった横山一族の横山隆起，金沢市長に就任していたこれも横山家と親戚関係にあ

る奥村栄滋などもいるが，横山隆平のように企業家として活動していたのはきわめて稀な例で

３ 伊牟田「華族大資産家」（渋谷隆一ほか編『地方財閥の展開と銀行』日本評論社，１９８９年，所収）５６１頁。
４ 近代における吉川家の資産運用については，三浦壮「明治期における華族資本の形成と工業化投資―旧岩
国藩主吉川家の土地・株式投資を事例として―」（『歴史と経済』２２６号，２０１５年），同「日露戦後から昭和
恐慌期における華族資本の形成と資産蓄積の経路に関する考察―旧岩国藩主吉川家の資産形成と工業化投
資を事例として―」（同誌，２３７号，２０１７年）を参照。筆者の関心からいえば，６万石の吉川家がすでに明
治前期になにゆえにかなりの資産家になりえたか，謎である。

５ 浅見雅男『華族たちの近代』（NTT 出版，１９９９年）３６～４９頁。
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あった。したがって，横山家の事例を取り上げることによって，一般に旧万石以上家老層が，積

極的な企業家活動によって，日本の経済発展，資本主義形成に寄与したかのように主張するの

は，誤りである。横山家の鉱山経営はかなり特殊な事例なのであり，大名を含む旧武家華族へと

範囲を広げてみても，鉱山開発で顕著な成功をなしたのは３家だけであり，しかも島津家は，旧

藩営鉱山の私有を，政治的な有利性も作用したのであろう，明治前期に鹿児島県庁・政府から認

められたものであり６，横山家のように，ほとんど無から大きなリスクをかけて開発に成功した

例は，なおのこと珍しいのである。

ではいかにして，旧３万石家老の横山家が鉱山資本家になったのか。その契機と過程はいかな

るものであり，いかなる企業家だったのか。それを解明することが本稿の課題である。

次に，従来の関連する研究ないし認識について述べておこう。横山家による鉱山開発史の基本

文献である渡辺霞亭『横山隆興翁』（１９２０年刊）によれば，明治前期に，横山家の経営する銀行

類似会社苟完社の経営が芳しくない中で，たまたま尾小屋付近の地元民が同社に資金提供の依頼

に来たことが契機となって，鉱山開発に乗り出したとされる。そして前掲千田論文なども，主に

渡辺『横山隆興翁』に依拠して，明治前期に尾小屋銅山開発に着手して成功させた同家は，さら

に明治中期以降，平金鉱山（岐阜県）にも経営を広げ，資産家名簿に基づいて，第一次大戦期頃

には資産額１千万円となり，旧大藩大名華族にも匹敵する資産家となったとされている。

しかし『横山隆興翁』や，尾小屋鉱山所在地の自治体史である『西尾村史』（１９５８年刊）と

いった基本文献をはじめてとして，従来の近代横山家に関する刊行物の記述にはあまりにも誤り

が多く，前掲千田論文のいう大戦期の資産額１千万円というのも本家のみの資産としてはいささ

か誇張である（この点は本稿の範囲外なので別に論じる予定）。また本稿で示すように，尾小屋

の地元民が融資依頼に苟完社を訪れる以前から，横山家は金融業の本格的開始とほとんど同時に

鉱山開発にも独自に複数の箇所で着手していたのである。

誤りが多かった要因の一つには，横山家の鉱山経営が昭和初期に破綻したことが影響して，正

確な史実が伝わりにくくなった面もあると思われるが，横山家が大正前期の絶頂期に，鉱山開発

に功績のあった隆興の伝記執筆を大阪在住の人気歴史作家渡辺に依頼したために，『横山隆興翁』

は基本的な史実の誤りを含むうえに物語になっており，それが他の刊行物に拡散して定説になっ

てしまっているのである７。本稿では，このような現状を踏まえて，一次史料に基づいて，可能

な限り誤りをただすとともに，横山家事業展開の前提としての，地域経済や士族社会の動向にも

６ 明治前期における島津家の鉱山事業については，寺尾美保「明治十年代の島津家の家政運営と財政事情―
鉱山近代化事業をめぐる島津家と明治政府―」（『尚古集成館紀要』８号，１９９５年）。

７ 基本的史実の誤りの例として，『横山隆興翁』附録６５頁には，横山隆平の没年が実際の１９０３年ではなく，
１９０８年となっている。これは１９０８年に『故男爵横山隆平君追善会誌』が発行されたためであろう。また
隆興は隆平の叔父にもかかわらず，『西尾村史』２００頁では，隆平の弟になっている。これは，隆興の方が
３歳年下であることからきているのであろう。現状は，こうした誤りが他の刊行物，論文にも多数拡散し
ている。

明治前期，旧加賀藩家老横山家の金融業経営と鉱山業への転換 129



表１ 大名家臣高禄表（１８５０年代頃作成と推定）

氏 名 藩 所 在 禄高（石） 備 考

吉川監物
本多周防守
島津石見
浅野甲斐
水野飛騨守
安藤帯刀
中山備中守
長大隅守
片倉小十郎
横山遠江守
長岡帯刀
伊木長門
池田出雲
島津将監
種島弾正
成瀬隼人正
竹腰山城守
伊達安芸
伊達式部
島津安房
池田太和
本多内蔵之助
石川大和
上田主水
島津美作
前田美作守
伊達将監
伊達安房
黒田美作
有吉主膳
奥村助右衛門
毛利内匠
島津図書
村井又兵衛
日置元八郎
渡辺飛騨守
三浦長門守
藤堂宮内
荒尾近江
長岡監物
稲田九良兵衛
今枝内記
茂庭周防
諫早豊前
奥村内膳
伊達内蔵
益田丹後
前田静之助
本多大学
島津安房
宍戸美濃
福原豊前
沢村宇左衛門
山内左兵衛
清水甲斐守
石川伊賀守
久野近江守
水野出雲守
山野辺主水正
津田内蔵助
横山政次郎
浅野讃岐

長州
加賀
薩摩
広島
紀州
〃
水戸
加賀
仙台
加賀
熊本
岡山
〃
薩摩
〃
尾張
〃
仙台
〃
薩摩
岡山
福井
仙台
広島
薩摩
加賀
仙台
〃
福岡
熊本
加賀
長州
薩摩
加賀
岡山
尾張
紀州
津
鳥取
熊本
徳島
加賀
仙台
佐賀
加賀
仙台
長州
加賀
〃
薩摩
長州
〃
熊本
広島
尾張
〃
紀州
〃
水戸
加賀
〃
広島

周防・岩国
加州
日向・都城
備後・三原
紀州
紀州
水戸
能登・穴水
奥州・白石
加州
肥後・八代
備前・虫明
備前・天城
薩州・車留
日向・種島
尾州
濃州
奥州・涌屋
奥州・双菓
薩州・加次木
備前・田辺
越州・府中
奥州・角田
芸州・五日市
大隅・田井水
加州
奥州・真部真
奥州・水沢
筑前・貸本
肥後
加州
長州・吉田
薩州・富城
加州・金沢
備前・金川
三州・寺辺
紀州
伊賀・名張
伯州・米子
肥後・大津
淡路
加州
奥州・松島
肥前・諫早
加州
奥州・宇千山
長州・須佐
加州
加州
大隅・今出水
長州・三ツ尾
長州・舟木
肥後
芸州
尾州
尾州
紀州
紀州
水戸
加州
加州
芸州

６０，０００
５０，０００
３８，７００
３７，０００
〃

３５，０００
〃

３３，０００
〃

３０，０００
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

２８，０００
２７，０００
〃

２５，０００
〃

２３，０００
２０，０００
〃

１８，５００
１８，０００
〃
〃
〃

１７，０００
〃
〃

１６，６６０
１６，０００
１５，０００
〃
〃
〃
〃

１４，５００
〃

１３，０００
〃
〃

１２，０００
〃

１１，０００
〃
〃
〃
〃
〃

１０，０００
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

初代岩国藩主となる

紀州徳川家の付家老，水野家は紀州新宮藩主となる
紀州徳川家の付家老，安藤家は紀州田辺藩主となる
水戸徳川家の付家老，中山家は常陸松岡藩主となる

横山隆章，図１参照

尾張徳川家の付家老，成瀬家は尾張犬山藩主となる
尾張徳川家の付家老，竹腰家は美濃今尾藩主となる

史料の「備後」は，「備前」の誤りにつき訂正
史料の「越州」は，越前のこと

史料の「薩州」は，「芸州」の誤りにつき訂正

奥村栄滋（図１・本文参照）の父，奥村栄通

史料の禄高は，「一万六千六百六十石余」

奥村直温（１８３１―１８６４），図１参照

史料の禄高は，「一万石余」

横山政和（１８３４―１８９３），図１・本文参照
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視野を広げて，分析を進めたい８。

１．明治初期の横山家と金融業開始

明治一けた代の横山家の動向はよくわからない。１９００年の授爵時に作成された横山隆平の

「履歴書」によれば９，版籍奉還直前頃の１８６９年３月に「居宅地所共兵備ノ一端トシテ之ヲ献ス，

即チ兵隊屯所ニ充ラル」とあり，この頃近世期以来の邸宅から退去した。おそらくこの時に，隆

平は金沢の外港近くの石川郡粟ヶ崎村に移住し，１８８４年初め頃までそこに居住した。そして廃

藩置県後，明治一けた代はとくに職に就いたり，事業を始めた形跡はなく，他の八家と同様に旧

８ 本稿で使用する横山家文書は，横山隆昭家および横山方子家の所蔵にかかるものである。
９ 横山隆平「履歴書」（１９００年５月）。

荒尾志摩
加島長門
木俣土佐
毛利蔵主
池田隼人
土倉市正
長岡図書
多久長門
鍋島越後

鳥取
徳島
彦根
長州
岡山
〃
熊本
佐賀
〃

因州
阿州内
彦根
長州・吉浦
備前・建部
備前・土倉
肥後・蔵木
肥前・多久
肥前・深堀

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（出所）「諸大名御家臣高禄記」（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫架蔵，特１６．８３―６３）．
注：１）「氏名」「禄高」などは，他の資料と表記・数値が異なる場合もあるが，出所史料のまま．「藩」は

筆者加筆．
２）ゴチックは，加賀藩前田家家臣．

表２ 旧１万石以上家老家当主の職業（１９００年）

職業等 人数 備 考

無職
学生
宮司等，神官
農業・山林開墾
銀行役員
銀行名誉職事務員
鉱山業
日本鉄道副社長
北海道参事官
市長
市役所書記
地方裁判所検事局雇
郵便局手伝
小学校教員
華族家令
森林官吏ナリシコトアリ
無記入

２２
６
４
３
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

若年の場合もあり

不耕作地主は含まない

横山隆平＊
毛利重輔
横山隆起（横山政和の嗣子）＊
金沢市長，奥村栄滋＊
高知市
佐賀地方裁判所

前田侯爵家家令，前田直行＊
今枝直規＊
未成年（１８８９年生まれ）

計 ５０

（出所）「旧藩壱万石以上ノ家調書」（爵位局『授爵録』明治３３年，
宮内庁書陵部所蔵）．

注：＊は，旧加賀藩家老家．
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主前田家の冠婚葬祭等により折に触れて上京したりしている１０。版籍奉還により旧藩主は従来の

石高の１０分の１を家禄として与えられることとなったが，上級家臣の横山家の場合は，知行高

３万石に対して４千石，禄米２，２３８俵余を受けた。同家は，この１８６９年１２月に，隆平の叔父隆

和・隆興の２人を分家させ（図１参照），禄米各１３１俵を分けたので，結局隆平家の家禄は

１，９７６俵余となった１１。一応この家禄収入により，使用人が数人程度いたとしても生計は成り立

１０ 前田家『淳正公年表稿』（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫架蔵），および拙稿「明治前期にお
は っ か

ける旧加賀藩主前田家の資産と投資意思決定過程」（本誌本号，所収）参照。八家（人持組頭）は，加賀藩
最上層家臣の世襲家老であり，禄高万石以上８家。

（
三
五
〇
〇
石
）

横
山
隆
淑

（
二
〇
〇
石
）

中
泉
既
清

好

（
一
八
〇
五
―
一
八
六
〇
）

た
か

あ
き

横
山
隆
章

図
１

横
山
家
系
図

隆
幹
既
明

多
萬

（
一
八
四
八
―
一
九
一
六
）

た
か

お
き

隆
興

（
？
―
一
八
八
一
）

た
か

か
ず

隆
和

健
太
郎

（
横
山
政
和
一
万
石
に
嫁
す
）

竜

隆
起

（
奥
村
直
温
一
万
二
千
石
に
嫁
す
）

（
一
八
五
二
―
一
八
六
九
）
（
一
八
四
二
―
一
八
八
七
）

釥

奥
村
篤
輝

奥
村
則
友

（
中
川
典
惇
五
千
石
に
嫁
す
）

文

中
川
典
克

（
奥
村
栄
滋
一
万
七
千
石
の
姉
）

恒

（
一
八
二
七
―
一
八
五
八
）

（
一
八
四
五
―
一
九
〇
三
）

た
か

お
き

た
か
ひ
ら

隆
貴
（
大
膳
）

隆
平
（
一
九
〇
〇
年
に
男
爵
）

（出所） 横山隆平家「親族書」（１９００年５月）など．
注：奥村則友は養子である．
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つはずであり，実際１８７２年には学校設置のため文部省へ米５０俵を献納しており，生計を立てる

ための事業活動をとくに開始する必要はなかったと思われる。しかし横山家文書の中に，１８７８

年９月頃に作成した『預金出納簿 資信社』『公債証書買揚代金渡方簿 明々社』『近村貸附簿

地券家屋共』等の帳簿があり，家禄支給が打ち切られると，前年に受領した金禄公債２０，８１９円

を元手に，資信社・明々社などの名義で金融業を開始したようである。同じ頃作成された『金員

渡簿』によると，１８７７年１１月に「見積金」１万円を資信社の元手としているが，実際の営業開

始は１８７８年９月ないし１０月であり，これらの帳簿をみると，この頃，まだ貸付等の活動は活発

ではない１２。

次いで，翌７９年５月から銀行類似会社苟完社を開業させ，より本格的な金融業を開始した１３。

この頃，石川県では１８７７年８月設立の第十二国立銀行を先頭として，国立銀行が設立されはじ

め，また銀行類似会社も多数設立されていった。周知のように，明治前期の銀行類似会社の設立

状況は大きな地域的偏りがあり，石川県は全国的に見て同時期に銀行類似会社が異常に多く，

１８８０～８３年には全国の１割前後も存在した１４。従来，同県を含めて立地の偏った銀行類似会社の

設立・活動は在来産業との関連で議論されることが多かった１５。しかし石川県の場合は，在来産

業県だからというよりも，大部分が１８７９～８２年頃に金沢で設立されているように１６，金禄公債

交付を契機として，その運用・取引のための会社であった。たとえ産業資金の需要が大きくなく

ても，少なくとも一時的には公債取引が活発になり，金融業者が乱立するのである。このため，

すぐ述べるように，銀行類似会社の他に，国立銀行やその支店，両替商などが金沢に設立・蝟集

した１７。ただし，１８７０年代末以降の好況と金禄公債交付，士族授産金の貸与などにより，金沢で

１１ 以上，金沢藩から横山隆平への給米通知（１８６９年１０月，同１２月）。
１２ ただし資信社や明々社は，当初横山家の事業として計画されたわけではなかったようである。『明治十一
年 株主仮性名簿』なる史料は，「当資信社設立ノ上ハ」云々とあり（第８条），資信社の規約草稿とみら

ママ

れるが，これによると，「百銘五万円ヲ以，一社ヲ設立ノ目的ニ付」（第４条）と，出資者１００名，資本金
５万円という比較的大規模な銀行類似会社をめざしていた。しかし，出資予定者や仮発起人に隆平は名を
連ねておらず，資金が集まらなかったために，隆平を頼ることになり，帳簿も渡されたのであろう。なお，
金禄公債受領高は，『石川県史』第４編（１９３１年）１２０５頁。前掲「履歴書」には２０，８１５円とある。

１３ 北村魚泡洞『石川県銀行誌』（北国出版社，１９８０年）１７９頁には，苟完社の設立は１８７９年１１月とある
が，『明治十弐年五月 公債預入簿 苟完社』等の簿冊もあり，また後述のように同年５月から本格的な営
業を開始している。

１４ 朝倉孝吉『明治前期日本金融構造史』（岩波書店，１９６１年）１８９～１９２頁，北陸銀行『創業百年史』（１９７８
年）７８頁，表１―３３など。

１５ 朝倉，前掲書，永原慶二ほか『日本地主制の構成と段階』（東京大学出版会，１９７２年）第５章第２節，
寺西重郎『戦前期日本の金融システム』（岩波書店，２０１１年）第２―３章など。

１６ 『石川県銀行誌』第４章第１節に掲載の，同県の銀行および銀行類似会社の一覧を参照。
１７ 他県に本店を置く国立銀行の金沢支店設置が活発になったのも，士族救済・金禄公債価格維持のため，
地元関係者が誘致した場合が多かった（北陸銀行『創業百年史』７２頁，『金沢市史』現代篇，上巻，１９６９
年，６０６頁）。なお，この頃の公債市場については，たとえば，野田正穂『日本証券市場成立史』（有斐閣，
１９８０年）４０～４５頁。同書，４４頁，注４には金沢の例も記されている。
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も「初期的な企業勃興」がみられ，各種製造企業，流通サービス企業等が設立された１８。横山家

による鉱山事業や汽船会社設立の試み（後述）もその一環として開始されたとみることもでき，

産業用の資金需要もこの時期にはある程度増加したとみられる１９。しかし数多く設立されたこの

地域の銀行類似会社の経営実態は，まだほとんど解明されていない。

１８ 全国的にこの時期には石井寛治のいう「初期的な企業勃興」の時期であり（石井『資本主義日本の歴史
構造』東京大学出版会，２０１５年，２９～３１頁など），石川県ないし金沢でも１８７０年代後半から１８８０年代初
頭にかけて種々の企業の設立ないし設立計画が活発になった（たとえば，この時期の『石川県統計表』に
記載された商工業社一覧や，「明治十八年七月 金沢区商業社・工業社・農事会社・水産会社一覧」『金沢
市史』資料編１１近代１，１９９９年，７０９頁を参照）。

１９ 北陸銀行『創業百年史』８１頁は，この頃金沢で開業された多くの銀行類似会社は「士族授産を目的」，
つまり士族による起業への資金供給を目的としたとしている。

表３ 石川県の主要銀行類似会社（１８８０年）

金融機関名 所在地
資本金（千円） １８８３年末

の支店数 創業年
１８８０年 １８８３年

合本会社
為替会社
要用会社
石川義倉社
真成社
北雄社
苟完社
協成舎
観光社
本立社
滋芳社
融通会社
交換社
一真社
用度会社

金沢区
〃
〃

松任町
金沢区
〃
〃
〃
〃
〃

砺波郡杉木新村
大聖寺町
金沢区
〃

大聖寺町

１５０
１４４
１００
６８
５０
５０
３０
３０
３０
３０
３０
２７
２０
２０
２０

（１５０）
（３５０）
１００
１４３
５０
５７
３０
６０
―
３０
…
２７
２０
２０
２６

（４）
（２）
２
―
５
―
１
３
―
―
…
３
１
１
３

不明
１８６９年
１７８１年
１８８０年
１８７９年
１８７９年
１８７９年
１６３０年
１８７８年
１８８０年
１８８０年
１８７０年
１８８０年
１８８０年
１８７７年

（出所）『明治十三年石川県統計表』，北陸銀行『創業百年史』など．
注：１）１８８０年に資本金２万円以上の銀行類似会社．

２）合本会社・（金沢）為替会社の１８８３年の「資本金」「支店数」
は，それぞれ金沢銀行・北陸銀行の１８８３年末の資本金，１８８４年
末の支店数．

表４ 石川県本店銀行の諸勘定（１８８３年）

金融機関名 本店
所在地 株主数 役員数 株金

（千円）
純益金
（円）

預金貸金（円） 為替金（円）

預リ金 貸付金 振出 受込

北陸銀行
金沢銀行
江沼銀行
大聖寺銀行
第八十四国立銀行
第七十五国立銀行

金沢
〃
大聖寺
〃
〃

金沢

１６９
７１
１５
１６
１６７
３３

７３
４４
５
５
１３
１２

１４４
１５０
２０
２０
９０
２００

３６，２２５
１１４，３９６
１，２２０
４，２１５
１０，８３９
１４，８５６

１，２３０，０５９
１９８，１２６
５６，１７６
５４，５９１
４６，７４０
８，２３４

１，１４７，８８０
２２６，７４５
７５，０９０
７４，１４０
９１，１４８
６８，０７０

６，１１１，０４４
１２１，２３１
８，１６５
―

１３２，６８６
５０，５４１

６，０８３，６２０
１１８，３４８
７，７８０
―

１３６，８３１
３７，８８４

計 １，５９３，９２９ １，６８３，０７５ ６，４２３，６６９ ６，３８４，４６４

（出所）『明治十六年石川県統計書』『明治十七年石川県統計書』．
注：１）「預金貸金」（１８８３年）は，１年間のフロー．「役員数」は，職員数のこと．

２）北陸銀行利益勘定は，１８８３年５月から８４年４月を１期として決算したもの．大聖寺銀行は，１８８２年９月開業に
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いずれにせよ，旧加賀藩士が金沢で設立した銀行類似会社は苟完社以外にも多数あるが，個人

貸金業は別として，旧八家が設立した銀行類似会社はこれ以外に見あたらないし，このように早

期に事業経営に乗り出した例も八家では他にないのではないか。長家などもこの頃貸金や地主経

営により利殖を計っているが２０，八家のなかで横山家が最も本格的に利殖活動に乗り出していた

のである。

次に，この頃の石川県金融機関の状況をより具体的にみておこう。表３は１８８０年における県

内３８の銀行類似会社のうち，資本金２万円以上の一覧である。最大は，資本金１５万円の合本会

社，次いで１４万４千円の金沢為替会社である。要用会社や協成舎のように近世以来の系譜をも

つものもあるが，１８７０年代末から急に設立が活発になったことは前述の通りである２１。そのなか

で，資本金３万円の苟完社は比較的大きな規模であった。

また１８８３年の同県に本店を置く銀行の一覧が表４である。旧藩主前田家によって設立された

同県最初の国立銀行である金沢第十二国立銀行は，同家が１８８３年初頭に出資を引き上げてまも

ない１８８４年１月に，富山第百二十三国立銀行と合併し，第十二国立銀行の本店は富山に移った。

このため，表４には同行の記載はなく，この頃石川県本店銀行のうちトップクラスの活動規模を

示したのは，北陸銀行と金沢銀行であった。北陸銀行は金沢為替会社が１８８３年に改組されたも

のであり，金沢銀行も同じ８３年に誕生しているが，いずれも３年後の１８８６年に鎖店・廃業を余

儀なくされた２２。じつは従来，一時的ではあれ同地域の有力銀行であった金沢銀行については設

立経緯が不明であり，「金沢銀行申合規則」（１８８２年）なる史料に，金沢為替会社が銀行に改称

２０ 長家の家政運営については，機会があれば，長家史料に基づいた分析を別途行いたい。また本多家の製
糸場・機業場経営も有名であるが，それは１８９０年代以降のことである。

２１ 同年の石川県における銀行類似会社数は，『日本帝国統計年鑑』第１次では，１１となっているが，過少
である。要用会社・協成舎については，『石川県銀行誌』第４章第７節～同第９節を参照。

２２ 北陸銀行『創業百年史』，および『石川県銀行誌』を参照。また第七十五国立銀行も，１８８６年に東京第
四十五国立銀行に吸収合併された。合併事情については，高嶋雅明「国立銀行の経営破綻と合併―東京第
４４国立銀行の場合―」（九州産業大学『商経論叢』９巻３号，１９６９年）７頁を参照。経営破綻した第四十五
国立銀行が再建策として第七十五国立銀行を合併したという。

１８８４年預リ金（円） １８８４年貸付金（円） １８８４年純益（円）
／株金１００円年末現在 １年間 年末現在 １年間

５６０，１４２
１６７，８０８
４２，５３７
４１，８２９
４１，４１８
４５，６６６

１，３３７，３２０
３３６，５５９
１０，００７
３６，２６１
３０８，０４４
１６８，０７７

１９６，０２０
１９２，２０２
５６，７２５
６２，６６３
１３０，５０１
８４，５３６

３７２，６９５
３３，６１４
１，７０５
４６，１０１
３３３，３５４
２０７，０６０

４．０
―
―
―
９．２
６．０

８９９，４００ ２，１９６，２６８ ７２２，６４７ ９９４，５２９

より同年に決算せず，１８８３年の決算に混入．
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することが記されていることから，為替会社が北陸銀行と金沢銀行に分裂して改組されたのでは

ないかとの推測もあった２３。しかし，今回筆者が調査した横山家文書の中に，１８８３年７月１日付

の金沢銀行から苟完社宛の合本会社改組に関する次のような挨拶状がある。

益御安康目出度奉賀候，扨ハ合本会社義者，弥許可ヲ経テ私立銀行ニ引直シ，金沢銀行ヘ改

称仕候間，猶又相変御愛顧之程奉願上候バ，御案内旁匆々如斯ニ御座候也

合本会社事

金沢銀行

未七月一日

苟完社 御中

さらに，同年７月付の金沢銀行による苟完社社長宛の，「当行義，来ル八月一日ヨリ当区下堤町

四番地当行持家ヘ移店仕候ニ付，同日廉酒献呈仕度，依テ午後第二時ヨリ御来奉被下度奉願候」

という案内状もある。これらから，金沢為替会社と並ぶ最有力の銀行類似会社合本会社が１８８３

年７月頃に改組されて金沢銀行が成立し２４，翌８月からは金沢区下堤町で営業したことが明らか

である。結局，為替会社は当初金沢銀行なる名称の銀行への改組を計画したが，合本会社の金沢

銀行への改組と時期が重なり先んじられたため，為替会社は改組銀行名を北陸銀行に変更したの

であろう。実際，為替会社の北陸銀行への改組は，金沢銀行成立にやや遅れた８３年１０月であっ

た２５。

さて表４をみると，一見して松方デフレの影響が顕著である。１８８３年と８４年の「預リ金」と

「貸付金」の年間フローをみると，「預リ金」は増加しているが，「貸付金」は大幅に減少してい

る。またとくに１８８４年の金沢・江沼・大聖寺各行は，「貸付金」の年間フローより年末現在の方

が多く，滞貸となっており，対応してこの３行は純益を計上できていない。ただし，１８８１年の

石川県諸銀行の為替金を示した表５と，１８８３年の為替金（表４）を比較すると，両年とも為替会

社―北陸銀行が突出した規模の為替業務を行っており，かつ為替会社―北陸銀行の為替金がこの

間に急増しており２６，為替会社は前田家からの多額の固定借があったとはいえ２７，松方デフレ直

前頃までは同社の活動は表面的には隆盛をきわめていたのである。金沢銀行も１８８３年は多額の

純益金を上げており，為替会社の北陸銀行への改組，合本会社の金沢銀行への改組は，従来の想

定のような経営の行き詰まりによるものではなく２８，為替会社自身が銀行への改称理由を記した

２３ 徳田寿秋「金沢為替会社の研究」（『日本歴史』３０７号，１９７３年）１１８～１２０頁（同『加賀藩における幕末
維新期の動向』橋本確文堂，２００２年，第２章第２節に収録），『石川県銀行誌』２１４～２１６頁。

２４ 前掲「明治十八年七月 金沢区商業社・工業社・農事会社・水産会社一覧」によれば，金沢銀行の許可
年月は１８８３年６月とある。

２５ ただし北陸銀行開業式は，１８８４年１月（『石川県銀行誌』９５，１８１頁）。
２６ 北陸銀行『創業百年史』８６頁によれば，１８８３年時，北陸銀行（現在の北陸銀行とは無関係）が，北陸３
県の私立銀行の中で，為替取扱高・預金・貸出金ともにトップであった。

２７ 拙稿「明治前期における旧加賀藩主前田家の資産と投資意思決定過程」（本誌本号）参照。
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先の「金沢銀行申合規則」（１８８２年）に，「従来金沢為替会社ニ於テ各庁ノ官金出納及ヒ一般ノ

預リ金貸附金為替等ヲ取扱，其業務追次隆盛ナルヲ以テ，今般旧来ノ社号並規則ヲ更メ，自今銀

行ト改称シ」とあるように２９，この地域屈指の有力金融機関として３０，時代の趨勢に沿った私立

銀行化をめざしたものであった。

以上はこの地域に本拠を置く金融機関であるが，他府県銀行でこの地域に支店を設置していた

ものとしては，表５に，東京第四十四国立銀行金沢支店３１，横浜第七十四国立銀行高岡支店３２，

神戸第七十三国立銀行金沢支店があり，さらに大阪第二十六国立銀行金沢支店３３，彦根第百三十

三国立銀行金沢支店，東京第三国立銀行金沢支店などもあった３４。そして後述のように，苟完社

は，これらの国立銀行の大半と，そして表３の銀行類似会社の多くと取引をしていたのである。

そこで，次に苟完社の出資者をみよう（表６）。有限責任で，全株数６００株，資本金３万円の

２８ 『石川県銀行誌』９２頁は，為替会社の北陸銀行への改組は，他の金融機関と同様に，松方デフレによる
「不況に悩んだため」としている。
２９ 『石川県銀行誌』２１５頁より再引，読点は筆者が付した。
３０ この頃の官金取扱や日銀代理事務は，通常，各地方の有力国立銀行が担当したが，引用した「金沢銀行
申合規則」にも記しているように，ここでは為替会社が担当していた（為替会社の日銀代理事務について
は，北陸銀行南町支店『金沢第十二国立銀行史稿』１９６７年，５６頁などを参照）。

３１ 第四十四国立銀行は，経営不振により，１８８２年７月に第三国立銀行に合併された。前掲，高嶋「国立銀
行の経営破綻と合併―東京第４４国立銀行の場合―」を参照。

３２ 第七十四国立銀行については，さしあたり，『横浜市史』第３巻上（１９６３年）第５編第１章～第２章。
同行が高岡支店を設置した理由について，北陸銀行『創業百年史』７１頁は，福光の生糸が高岡経由で横浜
に出荷されたことによると推定している。

３３ 第二十六国立銀行は１８８５年に解散した。
３４ 第三国立銀行が１８８２年７月に第四十四国立銀行を合併した際に，それまでの後者の金沢支店が前者の同
支店になったはずであるが，８３年６月には閉鎖された（北陸銀行『創業百年史』７３頁）。

表５ 石川県銀行等の為替金（１８８１年）

金融機関名 本店所在地
為替金（円）

振出 受込

金沢為替会社
第四十四国立銀行金沢支店
第七十四国立銀行高岡支店
第十二国立銀行
第百二十三国立銀行
第七十五国立銀行
第八十四国立銀行
第七十三国立銀行金沢支店

金沢
東京
横浜
金沢
富山
金沢
大聖寺
神戸

１，９９１，０７１
１６５，１４０
１４５，３６１
１１７，４３９
１１３，０６３
９８，１６５
６４，２３３
９，４３５

１，５１１，７５５
２０４，７７３
１１７，０７２
７２，２０６
２７９，８６５
１１４，２１２
６２，１１３
３，６３１

計 ２，７０３，９１０ ２，３６５，６３０

（出所）『明治十四年石川県統計表』３０丁．
注：この時期（１８７６年４月～１８８３年５月）の石川県は，現富山

県も含む．福井県の嶺北も，１８７６年８月～１８８１年２月は石
川県になるが，この表には現れない．
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予定であり，出資予定者は５５名であった３５。うち横山隆平が３分の１の２００株１万円，隆平の

従弟の子にあたる旧八家当主の奥村則友が１００株５千円，また一族の旧禄１万石家老家の横山政

和が４２株２，１００円の出資予定だったように，判明する限り，一族・親戚の出資予定だけで，４２０

株２１，０００円と，全体の３分の２以上を占めており，同社は横山一族・親戚を主体とした出資に

よるものであった。出資者の族籍は不明の者も多いが，ほぼ全員が旧加賀藩士の士族と思われ

る。しかし横山家旧臣は５名にすぎなかった。前掲，渡辺『横山隆興翁』には，苟完社につい

て，

横山家の旧臣が中心となりて，組織せる一社ありき，貸金を営業とせる苟完社此れなり，資

本は各自が頂戴せる金禄公債証書を提供し，夫による収益に由りて，生活の安定を得んとす

るが主意味なり，されば旧臣以外の人も，公債をさし出して，社員とならんと希望する者少

からず

とある３６。すぐ述べるように，たしかに同家旧臣の中には運営に重要な役割を果たしていた者も

いたが，旧臣はあまり多くなかった。むろん，旧臣に出資を強いる「経済外強制」などは，到底

できなかったし，しなかったはずである。

出資金は，１８７９年５月の営業開始時点では，じつはまったく払い込まれておらず，同年秋か

ら翌８０年春にかけて徐々に払い込まれた３７。たとえば横山隆平の場合も，７９年１０月に５千円，

１１月に２，５００円，翌８０年４月５日に１，８００円，４月１０日に２５０円を払い込み，この時点で出資

予定のほとんどの９，５５０円を払い込んだが，残り４５０円はまだ払い込んでいなかった。また第２

位の株主奥村則友は同じ８０年４月までまったく払い込んでいなかった３８。結局１８８０年３月まで

に１２，４３０円が払い込まれたにすぎず，やはり横山一族とりわけ当主隆平の出資によって運営が

展開した。

運営体制については，設立当初の７９年１１月頃の経営幹部は，社長横山隆平，副社長横山隆

和，支配方横山隆興であり，１８８１年４月頃は，社長横山隆平，社長代理取締役横山政和，支配

人横山隆興，１８８２年３月頃は，社長横山隆平，取締奥村則友，同横山政和，支配人中泉既明で

あった３９。隆平は社長としての給料も受け取っており４０，また約定書に他の幹部とともに捺印し

ていることなどから，他の一族とともに実質的に経営に当たっていたはずである４１。横山隆和が

３５ 株主が有限責任であったことは，前掲「明治十八年七月 金沢区商業社・工業社・農事会社・水産会社
一覧」による。

３６ 同書，５８頁。
３７ ただし，現金出資ではなく金禄公債を預けた場合も多かったようである。たとえば１８８３年９月５日に
「横山政和，是迄公債ニテ株御持之処，今度公債ヲ返却シ」云々とある（『出納簿』明治拾六年壱月）。以
下，表６の史料，および苟完社『出納簿』（明治十二年八月）による。

３８ もっとも，奥村則友もその後５千円全額を払い込んでいる。
３９ 苟完社と製塩社の「条約書」（１８７９年１１月），第二十六国立銀行金沢支店との約定書（「利附当座預金並
無抵当当座貸越金約定書」１８８１年４月），および取引先との約定書（１８８２年３月）による。
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表６ 苟完社の出資者

株主 株数 出資予定額（円） 旧禄高 一族・親戚 旧臣
横山隆平 ２００ １０，０００ ３０，０００石 ○
奥村則友 １００ ５，０００ １２，０００石 ○
横山政和 ４２ ２，１００ １０，０００石 ○
横山隆幹 ２０ １，０００ ○
横山隆和 １８ ８００ （１３１俵） ○
松原一知 １４ ７００
横山隆興 １２ ６００ （１３１俵） ○
深美八百次郎 〃 〃
横山隆康 １０ ５００ （○）
明石雅男 〃 〃 ２人扶持 ○
上田好謙 〃 〃 １４俵
山本惟 〃 〃
石黒田鶴 〃 〃
横山隆主 ８ ４００ （○）
深美秀� 〃 〃
加納信敬 ７ ３５０ ２人扶持 ○
松田好孝 〃 〃
井上索二 ６ ３００
中泉既明 ５ ２５０ ○
横山隆山 〃 〃 （○）
小原正雄 〃 〃
安田直方 〃 〃
村上保 〃 〃
石川立三 〃 〃
広瀬弘五郎 〃 〃
高島一共 ４ ２００ ○
砂山兵吉 〃 〃
今村里来 〃 〃
出口茂保 〃 〃
上田歩 ３ １５０ ４００石 ○
中田久美 〃 〃 ○
小島喜三 〃 〃
谷村清作 〃 〃
竹田吉平 ２ １００
林義定 〃 〃
二口鍵次郎 〃 〃
大西金哉 〃 〃
金子登行 〃 〃
木村惣喜 〃 〃
米多連治 〃 〃
保田守次 〃 〃
村上守明 〃 〃
河合長治 〃 〃
三島元惇 〃 〃
松原三亥 １ ５０
坪内良一 〃 〃
宮田兵太郎 〃 〃
梅村喜太郎 〃 〃
前田延 〃 〃
浅木源七 〃 〃
芦原清造 〃 〃
後藤政敏 〃 〃
赤座孝義 〃 〃
滝波直能 〃 〃
三須平五郎 〃 〃

計 ６００ ３０，０００
（出所）苟完社『預金記載』（明治十三年三月）．旧臣名簿は，『旧臣姓名

簿』（明治十四年十一月更正），『旧家臣交名録』（明治三十三年十
二月調）．

注：１）横山隆和と隆興は，１８６９年に分家して，隆平から各１３１俵を分与
された．

２）横山隆康・隆主・隆山は遠縁と推定．
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１８８１年から現れなくなるのは，同年８月頃没したためであるし４２，隆興が８２年に幹部から退い

ているのは，この頃すでに鉱山開発のため同県能美郡の開発現地に詰めることが多くなったため

であろう。旧家老横山政和は，明治期の活動について，従来，気多神社・白山日咩神社宮司等の

履歴しか知られていなかったが，苟完社の社長代理などを務め，同社の経営に深く関わっていた

し，後述のように鉱山事業にも隆興らとともに関わっていた。苟完社も，そして少なくとも明治

前期の鉱山開発も，隆平・隆興だけではなく，もう少し広い横山一族による運営だったのであ

る。またこれら幹部のみならず，苟完社に勤務したのは，ほとんどが士族である出資者またはそ

の関係者であった４３。これらは横山家旧臣とは限らなかったが，旧臣の高島一共が，越中射水郡

に設置した六渡寺支店（放生津支店，越中支店とも称した）に詰めていたし４４，それまで苟完社

に勤務していた旧臣明石雅男ら３名は，横山家の事業再編（後述）により，８２年１０月から尾小

屋鉱山の経営体である隆宝館の勤務に転じた。『横山隆興翁』の記述に依拠した従来のイメージ

ほど，職員のなかの横山家旧臣の割合は高くなかったが，一部の旧臣が重要な役割を果たしたこ

とは否定できない。

２．苟完社の経営展開と製塩社

さて具体的に苟完社の財務内容について検討しよう。表７は，同社の開業時１８７９年５月から

８０年１１月までの月別の主要なフロー項目を示したものである。まず，「支店」とは六渡寺支店

のことであり，「他店」とは，金沢為替会社や国立銀行など他の金融機関のことである。

さらに「汽船社」とは，この頃，横山家などが設立を予定していた北陸通船会社のことであ

り，「汽船社預リ入」とは同社に払い込まれた株金を苟完社が預ったものである。本論からやや

それるが，横山家文書の中には，この頃の北陸地方における汽船会社設立計画を示す史料とし

て，「蒸気通船仮規則」（１８７９年），「北陸汽船会社定款」（１８８０年），「北陸通船会社創立趣意」

（１８８０年４月）が残されている。実際に設立されたのは，１８８１年９月に伏木において北前船主の

藤井能三・宮林彦九郎らにより資本金５万円で設立された北陸通船会社である４５。従来，その設

立に士族が関わっていたことはまったく指摘されていない。しかし設立までの経緯はかなり錯綜

４０ 『目節出納下帳』（明治十二年壱月）によれば，１８７９年１１月１０日に「社長前月給料不足」分が支払われ
ている。

４１ ただしこの頃，隆平の住居はまだ粟ヶ崎村なので，連日出社したとは考えがたい。
４２ 隆和の没年月は横山家の御教示による。
４３ １８８２年１０～１２月の『社員出勤表』によると，ほぼ皆勤していたのは，中泉既明を含む一族幹部を除い
て，明石平・小原正雄・広瀬弘五郎・伊藤祐道であった（明石平は出資者で横山家旧臣の明石雅男の子弟
と推定）。

４４ 『出納簿』には，「六渡寺支店」は１８８０年３月から現れるが，すでに７９年１０月には「高岡貸付」がある
から，この頃から支店は設置されていたと推定される。

４５ 『新湊市史』近現代（１９９２年）６４３頁，『伏木港史』（１９７３年）２４５～２４７頁，およびそれらに依拠した中
西聡『海の富豪の資本主義』（名古屋大学出版会，２００９年）３１４～３１５，３３６頁。
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しているようであり，これらの史料から，当初は金沢士族が中心となって計画したものと考えら

れるし，じつは実際に設立に当たって横山家など金沢士族も出資しており，設立後も北陸通船株

を所有し続けて，隆宝館も借入金の差入担保として利用していた４６。まず「蒸気通船仮規則」に

よれば，「蒸気通船」は資本金８千円で，本店を伏木に置き，伏木―今町（直江津）間を運航す

ると予定され，「仮創立所」は金沢区飛梅町とあるから，金沢士族が計画の主体となったと推定

される。しかしこの「仮規則」は増補の余地があるなどという貼紙が付いており，そのまま設立

されたわけではない。次いで「北陸汽船会社定款」も，本社・支社所在地が空欄となっており，

また社名の「汽船」を赤で消して社名変更を示唆しており，暫定版であることが明らかである

が，資本金１５万円で，敦賀―加越能―直江津間を運航させ，所有船名を第一北運丸，第二北運

丸などとするとある。最後の「北陸通船会社創立趣意」は，資本金５万円をもって，新潟―伏木

間を運航させ，発起人は横山隆平・藤井能三・草薙尚志の３名となっており，有力北前船主藤井

や，伏木近くの六渡寺に苟完社支店をもつ横山隆平４７，さらにこの頃第七十四国立銀行高岡支店

勤務で旧加賀藩士の草薙尚志ら士族によって設立計画が進められていたことがわかる４８。またす

でに東京の石川島造船所に１８８０年８月末竣工の契約で汽船製造を委託しており，汽船落成のう

え開業するともある。一方，前田家『淳正公年表稿』の１８８０年１２月１９日の項には，「石川島造

船所ニ於テ第壱北運丸出来，船御式執行ニ付，河崎曽平ヨリ従四位様佾喜千様御出ヲ相願，即御

出ニ相成」とあり，旧加賀藩士で第四十四国立銀行金沢支店河崎曽平の要請により４９，旧主前田

利嗣らが進水式に赴いている。これらにより，当初計画の北陸汽船会社は，社名を北陸通船会社

へ変更し，資本金も減額して，１８８１年９月に伏木で設立開業したものと思われるが，１８８０年に

はまだ横山家など金沢士族が主導していた。苟完社は，すでに１８８０年６月以降「汽船会社」「汽

船社」「通船会社」「蒸気通船社」から株金を預かる一方，同年５月以降，「北陸通船結
�

社」「通船

結
�

社」「汽船社」に貸付を行ってもいる（むろんいずれも同一主体）５０。そして，「汽船社林孝儀

貸附」（７月８日），「草薙尚志汽船社株第一回分」「右同人右同第二回分」（ともに８月１３日）な

どとあり，草薙ら士族が出資し，横山家旧臣の林孝儀が同社の事務を担当していたことがわか

る５１。しかし翌年９月の開業時には，結局，横山や草薙ら金沢士族らは，出資余力が乏しくなっ

４６ 隆宝館が貸金の抵当にしていた点は，後掲表１５―１の史料による。
４７ むしろ，横山家が北陸海運業へ乗り出す計画が契機となって，苟完社が六渡寺支店を設置した可能性も
ある。両者の時期はほぼ同じであった。

４８ 草薙尚志がこの頃第七十四国立銀行高岡支店を担当していたことは，苟完社『目節出納下帳』（明治十二
年一月）の１８７９年１０月１１日の項に，「七拾四銀行草薙尚志より日歩ノ利足」１０円余が記されていること
などによる。同支店支配人であろう。

４９ 河崎曽平が第四十四国立銀行金沢支店を担当していたことは，『石川県史』第４編（１９３１年）２５５頁，お
よび（苟完社）出納方担当『出納簿』（明治拾弐年八月甫）の１８７９年１２月１６日の項などによる。同支店
支配人であろう。

５０ 以下，（苟完社）出納方担当『出納簿』（明治拾弐年八月甫），（苟完社）出納係『収納簿』（明治十三年六
月）。
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たためか，あるいは苟完社における製塩社問題（後述）の発生のためか，設立の主導役から手を

引いている（それが設立開業の遅れの要因かもしれない）。そして，北陸通船会社の所有蒸気船

至徳丸は１８８０年１２月製造とあるから５２，石川島造船所で竣工した第一北運丸を至徳丸に改名し

て開業したのであろう。いずれにせよ，横山家はこの頃金融業のみならず海運業や鉱山業など多

様な起業を試みていた点は注目すべきであるし，従来，北陸地方の（弱いながらの）企業勃興に

おける士族の役割が等閑視されてきたように思われる。

表７に戻って，苟完社の１８７９年５月開業時の元手（「越金」）はわずか８２２円であり，その後

株金の入金は少なくないとはいえ，預金受付および他の金融機関からの借入（「調達金」）を原資

として貸金営業を行っており，明治前期の多くの金融機関のような自己資金を元手とした金貸会

社ではなかった。ただし１８８２年頃には所有家屋（金沢区五宝町）の家賃収入を得ているし５３，

１８８０～８１年頃には越中五箇山で生産される中折紙の売買や，最大の貸付先である製塩社の塩の

委託販売なども行っていた。中折紙仕入の例を示すと，１８８０年３月８日「城端中折買入方ニ高
マ マ

嶋共一方江送金」１，０００円，３月１９日「城端江中折買入方ニ付，隆和公御持参」１，５００円，３月

５１ 林孝儀は，横山家旧臣（禄高９０石）であり，明治後期には横山男爵家の執事を務めた（表６の史料，お
よび横山家「家事相談人評議人依頼状控」１９０２年５月２２日など）。

５２ 前掲『新湊市史』近現代，６４３頁，前掲『伏木港史』２４６頁。
５３ 苟完社『出納簿』（明治十五年壱月）。

表７ 苟完社の収支（１８７９年５月～８０年１１月）

年 月

（資金運用）

入 払

預リ金 株金 返済金 他店ヨリ
借入金

汽船社
預リ入

支店ヨ
リ入 越金 計 貸付金 預リ金

支払
他店ェ
返済

支店
送金 計

１８７９ ５ １０，６６５ ８５０ １５２ ８２２ １２，４９０ ８，４７３ １，３２４ ９，７９７
６ ８，４５５ ― ３１９ ２，６９２ １１，４６６ ６，８８８ ２，０９０ ８，９７８
７ ９，４０９ ３，４００ ４２４ ２，６９２ １５，７２６ ８，１９８ ２，５９１ １０，７８９
８ １１，４１６ １，２５０ ５，３８２ ４，９３７ ２２，９８５ ８，０２２ ７，０８０ １５，８２２
９ １３，０８６ ５０ ５，４６８ ７，１６２ ２５，７６７ １０，０３８ １０，８９０ ２０，９２８
１０ ４，５７５ ６，２９０ ２，６４２ ４，８３８ １８，３４７ ６，０９０ ５，２１５ １１，３０６
１１ ５，１７１ ３，３７０ ５，３２８ ７，０４１ ２０，９１０ １３，４１０ ７６４ １４，１７４
１２ ３，１３５ ８４８ １１，０００ ６，７３６ ２１，７２０ １２，９３１ ２７０ １３，２０１

１８８０ １ ９，１６３ ５０１ ２，６９５ ８，５１９ ２０，８７８ １５，４００ ３７４ １５，７７４
２ ３，２０７ ２，２１２ ４，４３５ ５，１０４ １４，９５９ ４，９６２ ２，７２７ ７，６８９
３ ６，７３６ １，１４５ １０，６８１ ７，２６９ ２５，８３２ ２０，９９２ １，４３０ ２２，４２３
６ ２，０３６ ・・・ １２，６７５ ７，３００ １，３６０ ― … ２３，３７２ ９，４７１ ２，６２７ ７，１６４ １，３６０ ２０，６２２
７ １，２１１ ・・・ ２，２２３ １５，３００ ７８ ２，０００ … ２０，８１３ ５，０００ ２８ １０，８００ ３，０８０ １８，９０８
８ ７４１ ・・・ ２５，４７９ １５，５００ １，１２０ ― … ４２，８４０ ３３，５１４ ２，４０５ ７，５００ ― ４３，４２０
９ ２，０５６ ・・・ ５，３５７ ６，７７８ １，０００ ３，１９０ … １８，３８３ ２，３２２ ２，３７４ ５，３７８ ２，５００ １２，５７４
１０ １，８９９ ・・・ ４，６６７ ２，２００ ７２０ ３，５８０ … １３，０６７ ３，４１５ １，８１４ ― ７，７９５ １３，０４６
１１ ２，６２１ ・・・ ３，１２８ ９，９００ ― ２，８６６ … １８，５１６ １，３５５ ２，６９６ １５，１２０ ― １９，１７１

（出所）無表題罫紙綴．
注：１）１８８０年４月・５月は史料欠．１８８０年６月から史料の記載の仕方が変更され，計や差引の記載がなくなり，筆者が算

２）「資産運用」「入」の１８８０年３月までの「他店ヨリ借入金」は「預リ金」に含まれ，「払」の１８８０年３月までの「他
支払利子」は「利子支払」に含まれている．

３）１８７９年７月の越金２，６９２円（２，４８８円のはず）など，明らかな誤りもあるが，史料のままにした．１８８０年１０月の
４）「その他費用」「払」欄の△は入．
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２３日「中折仕入方ニ付，山本江渡ス」１，０００円などと，六渡寺支店を拠点として越中城端で買い

付けていたようであり５４，販売については，たとえば１８８１年１月５日「中折中勘入，小柴口葛

葉印，坪内ヨリ入」１５０円，同日「中折中勘，野口印，坪内ヨリ入」２００円などと，おそらく金

沢で販売した代金の一部を得ている５５。塩については，『出納簿』（明治十四年一月）の入金勘定

に，２月２４日「製塩社塩代本勘」１５０円があり，続けて「右塩代ノ内，八百円廿日後ニ相成，壱

ヶ月利子」２１円６０銭，「右同社，前
�

利
�

［２１円６０銭のこと―引用者］ノ
�

分
�

千
�

五
�

百
�

六
�

円
�

八
�

十
�

八
�

銭
�

九
�

厘
�

ノ
�

処
�

，千
�

五
�

百
�

円
�

ハ
�

塩
�

代
�

ニ
�

テ
�

入
�

，残端金入」６円８８銭９厘などとある。製塩社は苟完社から資

金を借入して塩の仕入を行い，その塩は苟完社が委託販売し，苟完社は販売代金で製塩社への貸

付金を決済しているのである。

しかしいずれにせよ，表７の「損益」の「差引」をみると，マイナスの月がきわめて多く，同

社は設立当初からあまり利益を得ているとはいえない。この「損益」の「差引」を１８７９年５月

～８０年１１月について集計すると，４，５０１円の赤字となり，さらに「その他費用」が総計で

２，５０３円の収入になっていることを考慮しても，１年半余の期間全体で２千円ほどの損失となっ

ている５６。さらに表８によって，続く８０年１２月～８１年５月の金融損益をみると，下の方�の

５４ （苟完社）出納方担当『出納簿』（明治拾弐年八月甫）。
５５ 苟完社『出納簿』（明治十四年一月）。「小柴」「野口」は生産者名であろう。

（円）

（損 益） （その他費用）

差引
入 払

差引
払

利子入金 雑益 計 利子支払 他店ェ
支払利子 諸雑費 計 創業費 旅費 その

他

２，６９２ ７７ １８ ９６ ８５ １７ １０３ △６ ６５ ５０ ―
２，４８８ １１１ ２４ １３６ ６６ ７５ １４２ △７ ― ― ―
４，９３７ １０３ １８ １２１ ４６６ １２６ ５９３ △４７１ ０ ― ―
７，１６２ ２７０ １０ ２８１ １９０ ５６ ２４７ ３４ △１，３７０ ― ―
４，８３８ ２７０ １０ ２８０ ５２３ １１６ ６４０ △３５９ △１，３９５ ― ―
７，０４１ １６４ ８ １７２ ３７７ １０７ ４８５ △３１２ １６ ― ７
６，７３６ ８３２ ５７ ８８９ ４９６ １０９ ６０５ ２８３ ４ ― ―
８，５１９ ９２０ ５１ ９７１ １，２１６ １３５ １，３５１ △３８０ △６ ― ―
５，１０４ ６０３ ２ ６０６ ５４ １２８ １８２ ４２３ ７ ― ―
７，２６９ ４０４ ２ ４０６ １，５４２ ９６ １，６３８ △１，２３２ ― ― ―
３，４０９ １，３７０ ５０ １，４２１ ４ １３６ １４０ １，２８０ ５６ ― ―
２，７５０ ３７１ ３２ ４０３ ９０８ ４６４ ８４ １，４５７ △１，０５３ ― １４ ４
１，９０５ １４８ ０ １４９ ３ ２９９ ８７ ３９１ △２４１ ― ― １８
△５７９ ６８６ ６ ６９３ １ ２０２ １２８ ３３２ ３６０ ７ ５ ６３
５，８０９ ３６５ ０ ３６６ １３ ３，４１５ １３３ ３，５６２ △３，１９６ １６ ６ ９０
２０ ８７０ ０ ８７１ ７ ５８４ １１４ ７０５ １６６ ５ ３ △４

△６５５ １９８ ０ １９９ ８ ７２１ １７ ７４７ △５４８ ５ ３ ３

出した．
店ェ返済」「支店送金」は「貸付金」「預リ金支払」に含まれ，同様に「損益」「払」の１８８０年３月までの「他店ェ支

「資金運用」の「払」には，「灰吹銀買入」２２円があり，計に含めた．「その他費用」の「その他」は印紙税など．
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１，８０６円がこの間の総利益であり，そこから月給・その他の雑費を引くと，純益は１，０８０円とな

る。一応，この期間全体としては黒字ではあるが，やはり利益は僅少であった。別の史料によっ

て，１８７９年５月設立時から８１年５月までの利益状況をみると（表９），上記とやや異なった数値

になっており，最初の１年も，続く８１年５月までも一応黒字であり，８０年６月～１１月期以外は

株主配当も出していたが，やはり利益は僅少であったことに変わりない。また表７の株主配当額

と１株当配当額から株数を算出すると，１８８０年５月は３８３株，８１年５月は２７４株となり，当初

予定の６００株を大幅に下回り，払込が行われず消却したものが多かったことを窺わせる。

じつは，先述の城端中折紙売買も，金融業では十分な利益が上がらないために１８８０年に入っ

て開始したものと思われる。利益が十分に上がらない要因としては，第一に自己資本が（とくに

営業開始初期には）僅少で，原資を借入によってまかなったため，支払利子が嵩んだこと，第二

には北陸地方とりわけ金沢では，銀行類似会社が乱立し，競争が激化したためと思われる。

それでは同社は，どこから資金を調達して，どこに貸し付けていたのか。表１０は，完全では

ないが，同社の資金借入先である。１８７９年５月の苟完社営業開始以前は，同表に示したように

５６ 「その他費用」「創業費」の１８７９年８月・９月に各１，３００円余の収入があるが，内容は不明。株金払込で
はない。

表８ 苟完社の金融損益（１８８０年１２月～８１年５月）

項 目 金額（円） 備 考

１８８０年１２月～８１年５月利子収納高
１８８１年５月補正勘定之分
〆
内，１８８０年１１月迄公債謝金

１８８０年１１月迄預金利子
１８８０年１２月純益配当金引

三口〆 引
残テ，内８０年１２月～８１年２月ニテ８０年１１月迄利子払ノ分二付引
８１年４月利子収納ニテ下半季ヘ繰込ノ分
同５月利子収納ニテ下半季ヘ繰込ノ分
〆

残テ

６，５５５
３，１８０
９，７３５
７４２
８３２

１，４５６
３，０３１
１，９３５

１
３１

１，９６８
７，７６７

�
�
�＋�＝�
�
�
�
�＋�＋�＝�
	


�
	＋
＋�＝�
�－�＝


１８８０年１２月～８１年５月利子支払高
〆高
内，前記ノ１８８０年１２月～８１年２月迄利子払引

残テ
差引残リ
内，８０年１２月公債謝金預リ金利子差引
残テ 利益

８０年１２月～８１年３月支店利益
８１年４月・５月，２ヶ月右同断
合計
内，８０年１２月～８１年５月，月給

８０年１２月～

７，２２８
１，９３５
５，２９３
２，４７３
１，５７４
８９８
６０１
３０５

１，８０６
６７５
５１

�
	＝�
�－�＝�

－�＝�
�＋�＝�
�－�＝�
�
�
�＋�＋�＝�

その他の雑費か

（出所）（苟完社）「十四年五月中迄利子収納高」，無表題綴所収．
注：「項目」の年月は，史料の原文を西暦・洋数字に変えてある．
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同年４月に要用会社から借り入れることもあったが，金融機関からの「調達金」はこれのみであ

り，日々の在金は千円程度で，貸付先・預り先ともほぼ全部個人で，貸付額も１件数百円程度の

自己資金を元手とした細々とした営業であった５７。しかし苟完社営業開始後とくに同年７月頃よ

り金融機関から積極的に「調達金」を借り入れて，利鞘を得る銀行類似業務に転換した。こうし

た金融機関からの借入は，顧客や株主から預けられた金禄公債を担保差入して行った５８。借入金

融機関は，１８８０年にかけて金沢為替会社が最大であり，次いで第十二国立銀行金沢本店，第七

十四高岡支店，第四十四金沢支店などとなっている５９。このように規模の大きい金融機関から資

金を調達して，表１１のように比較的小口の貸付を行っていた。当然，小口貸付の方がやや高利

ではあるが，国立銀行や為替会社のような規模の大きい金融機関が小口貸付をあまり行わないの

に対して，苟完社のような中小銀行類似会社がそれを担当するという，金融システムにおける役

割分担が行われていたとみなせる。もっともとくに１８７９年頃は，逆に苟完社が第七十四銀行や

第四十四銀行に短期の貸付を行っているし，１８８０年以降，他の銀行類似会社との相互貸借が頻

繁にあり（表１１），この点でもこの地域では国立銀行と並んで銀行類似会社が重要な要素として

金融ネットワークを構成していたことはまちがいない６０。

借入先について，史料に，たとえば「辰巳啓口添」などと誰某「口添」と記しつつ資金の出所

５７ 『金銭出入簿』（明治十二年壱月吉日）。
５８ 史料には借入担保を「抵当」と表現しているが，金禄公債のような動産は，当然ながら実際には担保差
入している。

５９ なお，第十三国立銀行は京都支店からの借入（為替で第十二国立銀行口座へ送金）。借入期間は様々であ
り，１０～２０日前後のかなり短期から６ヶ月程度のものもあった。なかには，数日とか翌日返済契約のオー
バーナイト・コールローンまであった。

表９ 苟完社の金融損益（１８７９年５月～８１年５月）

項 目 金額（円） 備 考

１８７９年５月～８０年５月惣利子入高
〃 惣利子払高

引残 純益金
其内ヨリ 株主惣配当高
残 １８８０年積立金

９，８６３
７，７７５
２，０８８
１，６１２
４７６

雑益を含む
諸雑費旅費を含む

１株当４円２０銭

１８８０年６月～８０年１１月惣益金
〃 諸経費

差引繰込金

１０，８８０
１０，５７４
３０５

１８８０年１２月～８１年５月惣利益
〃 惣利子払

残 純益金
配当高
残 下半季繰込

１１，４２７
１０，００６
１，４２１
１，３１５
１０５

雑費給料を含む

１株当４円８０銭

（出所）「純益配当証」「計算表」（苟完社支配方『明治十四年春前 計算
表並下調査物』所収）．

注：「項目」の年月は，史料の原文を西暦・洋数字に変えてある．
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表１０ 苟完社の資金借入

年 月 主要調達先

１８７９ ４ 要用会社９９５
５ 木谷藤十郎２，２５０
７ 第四十四銀行６００
８ 為替会社１０，０００
９ 為替会社１３，０００
１０ 為替会社４，０００
１１ 為替会社１１，０００
１２ 為替会社３，０００

１８８０ １ 為替会社６，０００
２ 為替会社１２，０００ 第十二銀行１，７８７ 第四十四銀行１，０００
４ 第十二銀行３，０００ 協成舎２，５００ 第四十四銀行２，０００
５ 為替会社７，０００ 協成舎７，０００ 第十二銀行３，０００
６ 為替会社４，０００ 第十二銀行２，０００ 第四十四銀行１，０００
７ 第七十四銀行７，０００ 為替会社５，０００ 第四十四銀行２，８００ 製塩社２，１００
８ 第七十四銀行１３，０００ 為替会社１，０００ 第十二銀行１，０００ 真成社５００
９ 為替会社３３，０００ 第十二銀行２，０００ 真成社１，０００ 製塩社１，０００
１０ 第十二銀行４，３２６ 為替会社４，０００ 第七十四銀行３，０００ 第二十六銀行１，０００
１１ 為替会社６，５００ 第十二銀行３，２５０ 第四十四銀行２，５００ 育成舎１，７００
１２ 第十二銀行７，９２５ 向島幸助４，９００ 第七十四銀行４，５８２ 第四十四銀行４，０００

１８８１ １ 為替会社４，０００ 第十二銀行３，０００ 第四十四銀行２，０００ 向島幸助２，０００
２ 第四十四銀行４，０００ 向島幸助３，９５０ 第十二銀行２，６００ 第二十六銀行１，７００
３ 第二十六銀行３，３００ 為替会社２，５００ 第四十四銀行１，５００ 第十二銀行１，１００
４ 為替会社５，０００ 第二十六銀行４，０００ 第十二銀行２，０００ 友田儀兵衛３６０
５ 協成舎３，３６７ 第四十四銀行２，７００ 向島幸助２，３００ 第七十五銀行２，０００
６ 為替会社１２，８５０ 第七十四銀行５，０００ 第十二銀行２，８００ 第二十六銀行２，５００
７ 為替会社７，２００ 交換社３，５００ 第二十六銀行２，６００ 向島幸助１，５００
８ 第十二銀行４，８９０ 交換社２，０００ 第七十五銀行１，０００ 北雄社８００
９ 向島幸助１，６００ 為替会社１，０００ 育成社９５０ 第二任伸会社５５０
１０ 第十三銀行１０，０００ 交換社５，５００ 北雄社・第十二銀行各１，０００ 第二十六銀行５００
１１ 第七十四銀行４，０００ 橋長三郎１，７００ 第十二銀行１，５００ 直誠社１，３００

１２ 第十二銀行３，５００ 水原清３，０００ 向島幸助２，６００ 第七十四銀行２，０００

１８８２ １ 第二十六銀行２，２００ 第十二銀行１，０００ 横山隆山口添１，０００ 向島幸助３００
２ 第十二銀行３，０００ 岡野立三郎１，７１０ 第二十六銀行１，０００ 辰巳啓口添７００

３ 辰巳啓（口添を含む）
５，８００ 交換社１，１００ 真誠社１，０００ 向島幸助・第四十四銀行各５００

４ 第十二銀行２，５００ 北雄社２，２００ 第四十四銀行・辰巳啓各１，５００ 向島幸助・第七十四銀行各５００

５ 杉野時次（口添を含む）
２１，５００ 利用社２，０００ 真誠社・育成舎各１，０００ 向島幸助７００

６ 辰巳啓口添２，５００ 横山隆興口添１，５００ 北雄社１，０００ 交換社２５０
７ 辰巳啓６，３００ 第十二銀行５，８００ 第七十四銀行２，０００ 真誠社１，０００
８ 横山隆興口添１，２８０ 北雄社８００ 第十二銀行７６０ 辰巳啓７５０
９ 第十二銀行５，２００ 隆宝館２，２００ 第七十四銀行２，０００ 牧野又七１，０００
１０ 辰巳啓２，５００ 水原清１，０００ 中泉既明（口添を含む）８４５ 向島幸助５００
１１ 第十二銀行１２，０００ 第七十四銀行２，０００ 隆宝館１，０００ 辰巳啓・石黒伝六各５００
１２ 第十二銀行４，３５０ 隆宝館２，２００ 向島幸助１，９００ 辰巳啓・福田義直・北雄社各５００

１８８３ １ 崎田喜市郎１，０００
２ 横山隆平４，３３２ 溝口之房２，０００ 北雄社８００ 第十二銀行６６７
３ 横山隆平１１，３５０ 第十二銀行６，５００ 第七十四銀行２，０００ 山崎小平１，５００
４ 辰巳啓６，８９０ 横山隆平１，１００ 杉野時次１，０００ 中泉既明口添３１０
５ 横山隆平３，５００ 辰巳啓９００ 利用社５００ 第七十五銀行４００
６ 第十二銀行５，５００ 横山隆平３，０００ 中泉既明３５０ 木村他三郎４０５
７ 辰巳啓９，２５０ 第十二銀行４，５００ 第七十五銀行５００ 木村他三郎７０
８ 辰巳啓１２，０００ 隆宝館１，６４７ 木村他三郎（口添を含む）４７５ 中泉既明３００
９ 第十二銀行４，９００ 横山隆平３，０００ 溝口之房１，６００ 福田義直３００
１０ 辰巳啓８，９００ 第十二銀行３，５００ 村田助次郎２，０００ 横山隆平１，０００
１１ 横山隆平２，５００ 辰巳啓１，１００ 溝口之房１，０００ 木村他三郎６００
１２ 第十二銀行３，７００ 辰巳啓２，１００ 岡野立三郎１，１５０ 横山隆平・杉野時次各１，０００

（出所）『金銭出入簿』（明治十二年壱月），出納方担当『出納簿』（明治拾弐年八月甫），出納係『収納簿』（明治十三年六月），
（明治拾六年壱月）など．

注：１）金沢為替会社は「為替会社」と表記し，国立銀行は「国立」を略して表記した．借入先の数字は借入額．
２）１８８０年３月は借入なし．「口添」は口添人のみ史料に記載してあり，借入先不明．借換を含む．借入月が不明のもの
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（円）

その他 計

９９５
２，２５０
６００

１０，０００
１３，０００
４，０００
１１，０００
３，０００
６，０００
１５，３８７
７，５００
１７，０００
７，０００
１９，９００
１５，５００

向島幸助５００ ３７，５００
第四十四銀行６００ １２，９２６
第百二十三・第七十四・第二十六銀行各１，０００，北雄社１，０００，岩見沢伊兵衛７００，横山隆平５００，友田儀兵衛３５０ １９，５００
交換社３，８００，村山政助１，０００，為替会社６００，第七十五銀行・木谷弥平・北雄社各５００，第二十六銀行３００ ２８，６０７
第二十六銀行１，７００，木谷弥平５００，友田儀兵衛３００，隆和公口添２７５ １３，７７５
為替会社１，０００，育成舎６５０，中條鉄男３３０，友田儀兵衛２００，隆和殿ゟ口添１００ １４，５３０
上田好謙６００ ９，０００
育成舎３４５，向島幸助３００ １２，００５
第二十六銀行１，７００，交換社１，０００，為替会社６００，第十二銀行２５ １３，６９２
交換社５００，吉崎次六３５０，中條鉄男５０ ２４，０５０
吉崎次六４７０，育成社４１５，中川有猷口添１３５，横山隆興１３０，辰巳啓１２０，林義定口添４０ １６，１１０
育成社・向島幸助・友田儀兵衛・真誠社各５００，吉崎次六２００，中川有猷１００，林義定１０ １１，０００
交換社３００ ４，４００
育成社５００，向島幸助３００，坪内良一ゟ口添２００，逸見邁種１１０ １９，１１０
第二十六銀行６００，協郁社・横山隆平各４００，坪内良一口添２００ １０，１００
真誠社１，７００，第四十四銀行１，０００，竹田吉平（口添）９５０，木谷弥平・第二十六銀行各４００，林義定３００，交換社
２００，溝口之房１６０，新初栄口添・明石平口添・横山隆平各１００ １６，５１０

４，５００
第四十四・第七十四銀行各５００ ７，４１０

８，９００

交換社２００ ８，９００

第七十四銀行５００ ２６，７００

育成舎２００，金田台八郎１５０ ５，６００
北雄社・中泉既明・向島幸助・石黒伝六各５００，木村他三郎２５５，渡辺貞智１５０ １７，５０５
石黒伝六・第七十五銀行各５００，木村他三郎２５５，渡辺貞智１５０ ４，９９５
杉野時次８５０，向島幸助・北雄社各５００，中泉既明４５０，辰巳啓３５０，渡辺貞智１０５ １３，１５５
第十二銀行４５０，木村他三郎２５５，渡辺貞智２００，杉野時次１５０，大野広１００，交換社・明石平口添各５０ ６，１００
大野広１００，中泉既明口添８０ １６，１８０
中泉既明口添４１０，木村他三郎３４５，河合保右２００，大野広１０５，明石平口添・横山隆興各１００ １１，２１０

１，０００
中泉既明（口添を含む）６５０，第七十四銀行６００，山崎小平５００ ９，５４９
向島幸助１，１００，第七十五銀行４００，木村他三郎３００，隆宝館５０ ２３，２００

９，３００
５，３００

中村ゆう３００，隆宝館２００，横山隆興１００，岡野立三郎７０ ９，９２５
１４，３２０
１４，４２２

中村はる１００，横山隆興４０ ９，９４０
第七十五銀行・利用社各５００，木村他三郎３００ １６，７００
中泉既明４４０ ５，６４０
木村他三郎３６０，中泉既明口添３１０ ９，６２０

同社『預金記載』（明治十三年三月），同社『出納簿』（明治十四年一月），同社『出納簿』（明治十五年壱月），同社『出納簿』

は含まない．
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表１１ 苟完社の貸付先
（円）

年 月 貸付額 貸 付 先
製塩社 採鉱所 育成舎 その他

１８７９ ４ … ― ― ― 「能美郡貸付中勘」１，６００
５ ８，４７３ … … …
６ ６，８８８ … … …
７ ８，１９８ … … … 通運会社１５０
８ ８，０２２ （５，３５１） ― ―
９ １０，０３８ （１，１４５） ― ― 四十四銀行４，０００，阿部太右衛門１，０００
１０ ６，０９０ １，１３０ ― ― 七十四銀行１，５００，小島喜三１，２００，「高岡貸付」１，５００
１１ １３，４１０ ７，２４５ ― ― 徳市伝吉１，３００，磯部紋四郎１，２００，桃井勘六郎９５０
１２ １２，９３１ ６，２０９ ― ― 鉱永舎３，０００，四十四銀行１，０００，酒井繁三郎６６０

１８８０ １ １５，１０１ １２，８２７ （７４６） ― 鉱永舎５００
２ ４，９６２ ２，１５２ ― ―
３ ２０，９９２ ― ― ― 姫野五右衛門２，０００
４ （１９，０６０） １０，０８９ ― ― 小泉甚太郎３，９５０，吉田八百松１，８００，照円寺１，１００
５ （４，２６６） ２，１９０ ― ― 木谷恒松１，０００，池田久義９００
６ ２３，４１８ １５，９０６ ― １，５００ 汽船社１，６４０，河崎曽平・木谷弥平各１，０００，…吉田八百松５０

７ ５，０００ ― ― ６１１ 姫野五右衛門１，０００，観光社真田信静７００，横山隆興６５０，木谷恒
松５００…吉田八百松２０

８ ３３，５１４ ２５，０００ ― ６００ 真成社２，０００，交換社１，０００，北雄社１，０００
９ ２，３２２ ― （３００） ２８５
１０ ３，４１５ ８００ ５００ ７８０ 第四十四銀行５００，鷹栖保兵衛４５０
１１ １，３５５ ― ９１５ ―
１２ ２，５９１ ― １，０８０ ７５５ 交換社４００

１８８１ １ ４，１４０ ― ５５０ ５３０ 横山隆和２，５３８
２ １，６０８ ― ２００ ― 木谷恒松８００，金田久之２８９，勝尾半信１３０
３ ３１，８６９ ２６，６７４ ４５０ ３５０ 島田敬達２，０００，交換社１，０００，小泉甚太郎１，０００
４ ４，５５０ ― ６００ １，０５０ 辰巳啓１，３００，島田敬連７００，交換社６００
５ ８，５３８ ― ６，４３５ ５０ 西野発随５１０，林種太郎３５０，村山政助３００，細野口鉱山１００円
６ ３，５５０ ― ― ９００ 交換社１，６００，河島丘平４３０
７ ３，９３８ ― ― １００ 交換社３，０００，長門丸景門５００
８ ７２０ ― ― ２００ 渡辺従吉４７０
９ ２１０ ― ― ２００
１０ １，５４２ ― ― ― 本願寺別院６００，中川勝太郎４６０，辰巳啓２００
１１ ６１０ ― ― ― 交換社４００，大田守直２００
１２ ３３０ ― ― ― 松山可証２４０

１８８２ １ ６ ― ― ― 大田貞６
２ ７０ ― ― 寺田繁則７０
３ ８２２ ― ― ２２０ 若狭又三郎２５０，千田敬信１５０
４ １，２９３ ― ― １，０７０ 横山隆平１００
５ ８５９ ― ― ― 交換社２００，竹田吉平２００，金田台八郎１４０
６ ８５５ ― ― ― 交換社６００，金田台八郎１５０
７ １，７０５ ― ― ― 交換社７５０，渡辺従吉・久保定円５５０，勝尾半信１００
８ ６０ ― ― ― 金田台八郎６０
９ ３０ ― ― 金田台八郎３０
１０ ３，４７８ ― 隆宝館１，３５０ 島田敬連１，４１８，守山藤七３５０
１１ ７７０ ― 隆宝館１００ 交換社６００
１２ １，０７５ ― 隆宝館３００ 北雄社５００，第七十四銀行１５０

１８８３ １ １６ ― ― 清水１６
２ １６５ ― ― 松山可証６０，中川勝太郎３５米沢林之丞３０
３ １１０ ― ― 中川典克５０，奥村則友５０
４ ３５５ ― ― 横山隆主１２０，松山可証１０５，横山隆興８０
５ ２００ ― ― 琴与吉郎１００，松山可証１００
６ ３７０ ― ― 横山隆山３００，横山隆幹７０
７ ７４５ ― ― 一二三栄林５００，伊藤小太郎１００
８ ５６ ― ― 横山政和２１，寺尾理三郎２０
９ ７５ ― ― 中川元次郎７５
１０ ５ ― ― 勝尾半信５
１１ ２６６ ― ― 北雄社２５０
１２ ２６５ ― ― 新保七平１１５，大橋正由１００

（出所）表５，表６の史料のほか，『目節出納下帳』（明治十二年壱月），同社『貸附簿』（明治十三年一月），同社『仕払簿』
（明治十四年一月，明治十五年壱月，明治拾六年壱月），同社『計算仕払簿』（明治十四年）．

注：１）「貸付先」の「その他」欄は，記載を略した小口貸付もある．１８７９年９月頃までは，『仕払簿』等がないため，貸付
先等は断片的に判明するのみ．なお史料によって数値が一致しないところもある．

２）１８８０年３月までは，六渡寺支店への送金も「貸付金」に含まれており（表７参照），「貸付額」は過大である．
３）「採鉱所」の１８８０年１月７４６円は「採鉱試験取扱」，８０年９月３００円は「金平鉱山方」．
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を記していない場合が１８８１年から少なからず現れるようになる。まれには，「石黒伝六ヨリ，

［奥村］則友公口添調達」５００円などと，借入先が記してある場合もあるが６１，それはきわめて少

ない。苟完社は，多くの場合，金禄公債など有価証券や不動産を担保として借りたはずである

が６２，後述のように１８８１年頃から資金繰りに苦しくなり担保物件が乏しくなったので，物的担

保なしで個人保証によって主に金融機関から借り入れたのが誰某「口添」かもしれないが，後掲

表１５―１の第十三国立銀行からの借入のように必ずしもそうでない場合もある。また『収納簿』

（明治十三年六月）によると，１８８０年１２月２日に辰巳啓から２，３００円を借入れたことになって

いるが，『預金記載』（明治十三年三月）では，これは「辰巳ノ口 第十二国立銀行」からの借入

となっている。当時，辰巳は第十二国立銀行副支配人だったから６３，辰巳の保証によるかまたは

辰巳が窓口となって第十二銀行から借りたものと思われる。このように表１０の借入先は必ずし

も正確でないところがあり，また「辰巳啓口添」ないし「辰巳啓」からの借入は，実際は第十二

銀行からの借入が少なくないものと思われる。辰巳は，後述のように，横山家の鉱山開発初期

に，第十二銀行幹部として資金面で支えた旧加賀藩士であった。ただし『横山隆興翁』は彼を横

山家旧臣としているが，同家旧臣名簿に彼の名はない。じつは辰巳の「先祖由緒并一類附帳」

（加越能文庫）によれば，彼は家督相続までは横山家の家臣（前田家陪臣）であるが，家督相続

後は横山家を寄親とする与力であり，前田家直臣だったのである（この点，金沢市立玉川図書館

近世史料館の小西昌志氏・袖吉正樹氏の御教示も得た）。

為替会社は，１８８２年以降，表１０に現れなくなっている。その理由として，第一に，為替会社

の貸付余力が乏しくなったことが考えられる。しかし前述のように，この頃同社はまだ表面的に

は隆盛を示しており，これはやや考えにくい。そこで第二に，上記のように個人の口添によって

依然苟完社に貸し付けており，史料に現れなくなっただけかもしれない６４。実際，後掲表１５―１

のように，１８８５年においても，隆宝館は北陸銀行からの借入残が若干あり，為替会社―北陸銀

６０ なお，同社本店と六渡寺支店間の送金は，金沢為替会社，または四十四銀行金沢支店と七十四銀行高岡
支店間の為替で行われており，とくに後者の為替利用が多い。たとえば１８８０年６月８日の六渡寺支店への
３千円送金の際は，「四十四銀行ヘ振込，伏木七十四銀行ニテ受取」とあり（『出納簿』明治拾弐年八月
甫），逆方向も１８８０年９月４日に「六渡寺支店ヨリ入，四十四銀行為替ニテ」（『収納簿』明治十三年六月）
とある。為替会社は金沢と高岡に店をもっていた。

６１ １８８２年１１月４日（『出納簿』明治十五年壱月）。
６２ 史料には担保物件を記している場合も無記入の場合もある。「信用調達」すなわち無担保の場合もある
が，その多くは個人からの借入である。

６３ １８８３年１２月の第十二国立銀行と富山第百二十三国立銀行の合併時には，辰巳は第十二銀行の副支配人
であった（北陸銀行『創業百年史』３１７頁）。合併後は，第十二銀行金沢支店支配人となった（『横山隆興
翁』９９頁，『北國新聞』１９２９年６月６日，「銀行と会社を訪ねて―株式会社十二銀行（４）―」）。

６４ 為替会社が苟完社の経営状態に懸念を抱いて融資を引き上げたことは，まず考えられない。というのは，
為替会社と第十二銀行の経営者は，後者の頭取小幡和平を除いて，ともに木谷藤十郎ら前田家通達方の商
人たちであり，第十二銀行は苟完社への融資を継続しているからである。

明治前期，旧加賀藩家老横山家の金融業経営と鉱山業への転換 149



行と横山家の事業経営との取引は継続していた。

貸付先については，１８８０年夏頃までは製塩社が最大である。製塩社は，従来の石川県史関係

文献にはほぼまったく現れず，石林文吉『石川百年史』（石川県公民館連合会，１９７２年）などは

同じ時期の前田家による能登島製塩事業と混同している６５。製塩社へは，遅くとも１８７９年８月

頃には貸付けが始まっており，同年１１月には製塩社と改めて約定書を交わしている６６。それに

よれば，苟完社出資者を含む木村惣喜・赤座孝清・米多連治ら６名の旧加賀藩士らによって，

「能登国珠洲鳳至両郡ノ間ニ於テ沿海ノ潮水ヲ以テ造塩スルヲ事業トス」とあり，製塩事業を行

う結社となっている。ただし，『明治十四年 石川県統計表』（１８８４年刊）の商業社一覧には，

製塩社（資本金５万円）の事業は「塩仕入貸并ニ売買」となっていて，製塩ではない。また前掲

「明治十八年七月 金沢区商業社・工業社・農事会社・水産会社一覧」にも，１８７６年６月設立許

可，資本金５万円，有限責任で，事業内容は「塩仕入，金貸，並ニ塩売買」となっていて，製塩

とか造塩とは記されていない。前述のように，苟完社の帳簿から，１８８１年初め頃に製塩社が塩

を取り扱っていたことは確かであるが，どこまで能登において直接製塩事業を行っていたかは疑

問である。製塩社の１８７９年製塩計画書である「計算予算表」によると，「能登国珠洲鳳至両郡，

明治十二年出来製塩見図リ書，三拾七ヶ村分」として，じつに年産２０万俵を見込んでおり，ほ

ぼ同じ時期の前田家による能登島製塩事業が年３万俵の計画だったことを考えると６７，無謀とい

うより，最初から架空の話ではなかったかとも思われる。あるいは最初から製塩は同社の直接経

営によらず，現地生産者へ委託することが了解事項だったのかもしれないが，それを示す史料は

ないし，そうだったとしても年２０万俵取扱はいささか過大と思われる。また上記史料に「金貸」

とあるが，貸金業を行っていた証拠はない一方，おそらくより高い金利を約束してであろう金禄

公債を多くの士族から預かっており，苟完社が製塩社から担保として受け取っていた公債は，木

村惣喜ら製塩社の出資者６名以外の名義のものが大量にあり，これは多くの士族が製塩社に預け

た金禄公債であった６８。これが製塩社破綻後，大きな問題となり，苟完社，横山家，さらには同

家の鉱山経営隆宝館の重荷になった（後述）。製塩社と苟完社との契約にも，製塩事業のために

公債を担保とした資金貸借を行うことが記されているが，もし返済が滞ることがあれば，苟完社
マ マ

は担保公債の売却のほか，「蔵塩或ハ米穀等入札払等ノ所分」もできるとされており，当初から

６５ 同書，２１９，２２２頁。
６６ 「条約書」（明治十二年十一月）。
６７ 拙稿「明治前期における旧加賀藩主前田家の資産と投資意思決定過程」（本誌本号）参照。
６８ たとえば，苟完社『抵当品請取帳 甲』（明治十二年十一月）は，裏表紙に「製塩社」と記され，製塩社
から受け取った担保品の帳簿であり，これによって担保金禄公債の名義人が判明する。そして製塩社破綻
後，名義人から苟完社宛の，そうした公債を引き続き苟完社に預け置く旨の「定約証」が大量に存在して
おり，その文面は，「直久［公債名義人］義，先般製塩社ヘ融通ノ為メ預ケタル金禄公債証書壱千百円券，
該社［製塩社］借金ノ抵当ト為シ，貴社［苟完社］ヘ差入，既ニ先般名面切換相成候処，今般段々御依頼
ニ及ヒ即チ御承諾ヲ受ケ確約スル事，如左」云々と，ほぼ統一されている。
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塩のほか米穀取引も行っていたのではないかと思われるし，「造塩営業廃社」する場合は事前に

苟完社に説明し，一旦貸付金を全額返済するとしており，当初から製塩業廃止を織り込んでいた

ようでもある。

いずれにせよ，はやくも１８８１年２月頃には，製塩社に対する懸念が大きくなっていた。前述

のように，この頃，苟完社が製塩社塩の代理販売により貸金回収を行っていたのは，この時点で

製塩社に対する懸念が大きくなっていたからであろう。実際，表１１の史料をみると，製塩社は

１８８１年３月３日に前年８月に借りた２万５千円など計２万６千円余を返済しているが，同日に

同額を借りている。すなわち，実質は返済しておらず，すでに固定借になっている。利子が加算

され，固定借が膨らんでいっているだけである。同様に前年の１８８０年８月２７日には，利子を含

めて２１，９８０円返済したことになっているが，苟完社は同日に２２，０００円貸し付けており６９，利子

を含めて実際にはまったく返済していない。さらにそれ以前の８０年６月にも，この時苟完社が

貸付した１万５千円余のうち１万３千円余は，『貸附簿』（明治十三年一月）には記録があるが，

出金も記録している『出納簿』（明治拾弐年八月甫）には記されておらず，それは製塩社の借換

のためであることが明らかである７０。つまり１８８０年６月には早くも製塩社は大きな固定借が存

在していた。この時は利子だけは支払っていたが，やがて１８８１年３月頃には利子も支払えなく

なり，借入残高は利子分だけ累増していった。そして苟完社の貸付のうち製塩社への額が突出し

ていたために，製塩社への貸付が固定貸となると，苟完社の資金繰りも急速に苦しくなった。

『出納簿』によると，１８８１年３～４月頃の手元残金はまだ千円～２千円台あったが，同年８月２日

には１２１円となり，この後も，残金は数百円～数十円といった状態が続いたため，１０月１９日に

は大阪第十三国立銀行京都支店から１万円を借り入れた。すでに苟完社は同年５月に同行京都支

店と本願寺の為替手形振出限定というコルレス契約を結んでおり７１，取引関係はあったが，資金

繰りに苦しくなってこの遠隔地の銀行から資金調達し，この日，払い８，２０９円を差し引き，残が

一挙に２，２３９円となり，やや一息ついている。しかしその後１１月中旬～１２月には，資金繰りが

再びきわめて苦しくなり，再三「隆平殿ゟ暫時借用」と，少額の１００～２００円を調達し，１２月２

日は残４４６円，同月５日には残金６円というありさまとなり，苟完社はほぼ機能不全に陥った。

そして資金繰りが苦しくなるに伴って，向島幸助・杉田時次など両替商・個人貸金業者や７２，友

田儀兵衛・石黒伝六などの有力商家から７３，そして社長横山隆平ほかの一族や育成舎（後述）な

６９ 『収納簿』（明治十三年六月），『仕払簿』（明治十三年六月）。
７０ 『出納簿』に出金記録がない１万３千円余は，１８７９年１２月新規貸付の４，０７１円と，１８８０年４月貸付の
９，８７９円であり，利子はともに６月７日に支払っている。

７１ 「コルレスポンデンス定約書」（明治十四年五月）。京都本願寺と金沢本願寺別院の間の送金用である。
７２ 向島幸助は，１８８２年７月８日付の向島から苟完社宛の書状の印判に「両替 加賀金沢下近江町向嶋幸
助」とあり，両替商と判明する。後述のように，８２年１０月には，辰巳啓・岡野立三郎とともに「円三堂」
を組織し，横山家の鉱山事業に資金を供給して支援した。杉田時次は金貸業者。

７３ 友田儀兵衛は呉服商，石黒伝六は薬種商，ともに金沢の有力商家。
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ど身内からの借入を含めた小口の借入が増加していった。

そしてこの頃，ついに製塩社は破綻したようであるが，それに伴う製塩社と苟完社の間の交渉

過程を直接伝える史料はなく，破綻の原因についても，製塩事業や塩取引の不採算によるもの

か，他への投資の損失によるものかなども，まったく不明である。しかし製塩社に金禄公債を預

けていた士族が少なくなく，製塩社はそれを苟完社に自らの借入の担保として差し入れていたか

ら，その取扱が問題となった。それは七分利付公債２万１，９６５円（額面）と六分利付公債１万

５，０７５円（同）であり，１８８２年１月頃実勢価格は計３万２，００５円となっていた７４。１８８２年初頭頃

（日付なし）の，製塩社へ金禄公債を預けていた士族らと苟完社の間のあらたな「定約書」には，

冒頭その経緯を次のように記している。

苟完社ト金禄公債主トノ間ニ於テ取結約定条件
（欠字）

各自所有ノ金禄公債証書ハ，元当区石浦町 番地ニ設立シタル製塩社ヘ預ケ置タルモノニ

テ，該社ハ是ヲ抵当トシテ苟完社ヘ差入，金員借用罷在候処，過
�

般
�

該
�

社
�

瓦
�

解
�

イ
�

タ
�

シ
�

候
�

ニ付，

金主ニ於テハ該証書ヲ抵当流トシテ貸与金ノ方江引取ラント為ス，公
�

債
�

所
�

有
�

主
�

ニ
�

於
�

テ
�

ハ
�

全
�

ク
�

製
�

塩
�

社
�

社
�

員
�

ノ
�

狡
�

猾
�

ニ
�

掛
�

リ
�

預
�

ケ
�

置
�

タ
�

ル
�

モ
�

ノ
�

ナ
�

ル
�

ヲ
�

以
�

テ
�

，其社ヲ責メテ該証書ヲ取戻サント為

ス，然ルニ製塩社々員ハ其義務ヲ盡ス能ハサルヲ以テ終ニ金主ト公債所有主ノ困難ニ帰シ，

是ヲ法理ニ問フモ，其罰ハ独リ製塩社ニアツテ，其損害ハ金主ト公債所有主ノ間ニ止ル而已

ニテ，判決何レニ帰スルモ是ヨリ生スル処ノ害多クシテ利益ナキヲ察シ，加藤恒，米山道

生，河崎曽平ノ三氏，之ヲ憂ヒ，仲裁ニ立入リ，金主ト公債主トノ間，和議一定セシヲ以

テ，今般双方取結ヒタル処ノ約定条々左ノ如シ

これによると，製塩社問題は大きな社会問題となったようで，金沢区長加藤恒，第十二国立銀行

支配人米山道生，第四十四国立銀行金沢支店河崎曽平の３人が仲裁に入って事態の収拾に努めた

という。また加藤恒が金沢区長を務めたのは１８８１年１０月８日までだから７５，すでに同年秋口ま

でには製塩社問題が表面化したことがわかる。そして，両者が取り決めた内容は，公債は苟完社

の指名する名義人（横山隆平）に切り替え，１８８２年４月から５ヶ年間，すなわち１８８７年３月ま

で据え置き，その後３年間で返済する，この苟完社の債務は，横山隆平・奥村則友・横山政和３

７４ 「内部実算表」（１８８２年１月作成と推定）。
７５ 最初に北陸への鉄道敷設を提案した加藤恒は，１８８１年１０月８日に金沢区長を辞して，同１８日に東北鉄
道計画を進める前田家東京邸の家扶となった（前掲拙稿および『淳正公年表稿』）。加藤，米山，河崎は，
いずれも旧加賀藩士。

７６ この「定約書」に基づいた，１８８２年２月以降の個別所有者との「定約書」が多数存在しており，そこで
は名義を横山隆平に切り替えることが記されている。またこうした和議内容をもって「約定書等原稿ヲ起
シ」などと記した１８８１年１２月付の苟完社々長から河崎曽平宛の文書控もあり，１８８１年末頃に「定約書」
の内容が検討されていたことがわかる。これらにより，上記「定約書」は１８８２年初頭頃の締結と推定され
る。なお前述のように，苟完社の株主は有限責任だったから，あらためて隆平らが無限責任を負うことが
決められたわけである。
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人の無限責任とするなどとなっていた７６。この「定約書」には，５９人もの元金禄公債所有者が捺

印した。

しかしこの問題は，本来，質権者たる苟完社の「公債主」に対する責任はないはずであり，製

塩社が返済できない以上，同社に預けた士族が損失を引き受けるべき筋合いだったであろう。し

たがってこの解決策は，通常では考えられないほど，苟完社側が大幅に譲歩したことを意味す

る。製塩社に預けられた金禄公債は六分利付のものもあり，預け主は最下級士族ではなく，旧禄

千石以上を含む旧平士層であったが，旧３万石家老横山家に比すと深刻度は大きい，と金沢区長

らは判断したと思われる。旧家老側が，それより下級の士族らに温情を示さないわけにはいか

ず，泥をかぶったのである。当然ながら，この結末は，その後の横山家ないし隆宝館にも長く影

響を残した。ともあれこうして，苟完社は営業を大幅に縮小し，横山家は主力事業を鉱山業に転

換していった。もっとも表１１のように，苟完社は早くも１８８０年頃から「採鉱所」や「育成舎」

など同家の鉱山事業へも融資をしていた７７。そこで次に同家の鉱山開発の分析に移ろう。

３．横山家鉱山事業の開始と展開

（１）鉱山事業創成期の通説

尾小屋鉱山は，近世期にも採掘されたことはあるが，本格的な採掘は１８７８（明治１１）年以降

のことである。１８８０年前後の創成期における同家鉱山事業の実態を直接示す史料はほとんど残

されておらず，後年横山鉱業部が作成し，『西尾村史』などにおいて尾小屋鉱山史に関する記述

の基礎となったと思われる「尾小屋鉱山沿革」（１９０７年頃刊と推定）およびそれを踏襲しつつそ

の後の過程を記述した「尾小屋鉱山沿革」（１９２１年）によれば７８，１８７８年金平村の橘佐平が尾小

屋村松ヶ溝で鉱脈露頭を発見したのが端緒となり，翌７９年に地元の山岸三郎兵衛が試掘を始め，

８０年には吉田八百松ら６名が採掘に着手した。同年に横山隆平・隆興も協同人に加入し，８１年

に隆平に鉱区権が譲渡され，横山家単独事業になった。そしてこの時から隆宝館尾小屋鉱山と称

して隆興が経営の衝に当たったという。

これらを裏付けるものとして，表１１のように，苟完社が１８８０年４月に吉田八百松へ１，８００円

貸し付けているが，その後吉田への貸付は同年に若干あるのみで，翌８１年にはなくなっている

ことが確認され，同年に吉田ら地元民が経営から手を引いて，同鉱山が横山家の経営になったこ

とが窺われる。

しかし同表には，「隆宝館」は１８８２年１０月以降に現れ，じつはすぐ述べるように，通説とは

異なって，横山家の鉱山経営を隆宝館と命名したのは１８８１年ではなく，翌８２年９月に横山家が

７７ その他，個人への貸付も多く，貸付先の個人は，士族とくに勝尾半信（旧禄１，１００石）のような旧上級
藩士がめだつ。これは，担保差入された金禄公債のうち，七分利付が最も多いものの，六分利付も少なく
なかった点からも窺われる。

７８ 後者は草稿であり，『新修小松市史』資料編１４産業（２０１７年）１５４～１５７頁に収録。
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事業再編を行った時からなのである。さらに，苟完社の諸帳簿やその他の断片的な史料を分析す

ると，横山一族は，１８８０年に吉田らの尾小屋松ヶ溝鉱山に協同人として参加する少し前から，

別の地区で試掘に取り組んでいたことが判明する。表１１には，苟完社の貸付先として「採鉱所」

と「育成舎」を示しているが，先述のようにこれらはいずれも同家の，または同家が関わる鉱山

経営組織であった。それを説明するために，１８８２年９月の事業再編から述べよう。

（２）鉱山事業発端の経緯

８２年９月１日に決定した横山家事業の再編計画は次のようである。

協議決定ノ証

三鉱山ヲ合併シ，鉱山ノ本館，苟完社内ニ設置シ，銅愛ニ於，本館出張所ヲ設置シ，金銭出

納ノ大概ハ本館ニテ掌リ，漸次三鉱山及苟完社ノ借債ヲ消却，苟完社ヲ指止メント欲スルノ

主意ナリ，其改革順席如左

第壱着

尾小屋松ヶ溝鉱山株主横山隆山，溝口之房等ヲ扶援セシムル事

第弐着

第壱着ノ件，隆山等ト援株定納証券取替相成ル上ハ，直ニ苟完社ニ本館ヲ設ケルヿ

第三着

苟完社之内ノ改革スルヿ，但シ役員ヲ減シ，月雑費ヲ減スルノ目途ニテ，第弐着ノ件ト同時
（ス）

施行□ベキ

第四着

前着ノ件相成ル場合ニ至リ，直ニ，三鉱山ノ役員ヲ免スルヿ

第五着

三鉱山及ヒ苟完社役員ヲ免□ニ当テ，更挙ノ人ヲ協議決定シオクヿ

第六着

前着施行ノ際ナルモ，関係アラバ事務章程ヲ議□シオクヿ

第七着
ママ ママ

帳簿ハ勘便ニシテ正格浄□ナルヲ要スルハ勿論ナルヲ以テ，□正調整スベシ

但，更挙ノ役員ヲ談セシ迄，役員ト相謀リ定ムルヿ

此，協議決定候也

今回協議ニ加ハリタル者ハ，決シテ他言スルヿヲ禁ス

明治十五年九月一日

回復輩７９

７９ 隆宝館『証書控綴』（明治十八年）所収。綴じ目につき，判読不能字がある。
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これによると，この時点で横山家の経営にかかる鉱山は３つあった。これを統合し，本部を金

沢の苟完社内に置き，現地本部としての出張所を「銅愛」に置くとしている。続いて述べている

ように，この組織再編は，鉱山事業も苟完社も多額の負債を抱えており，苟完社の営業を事実上

停止し，併せて経営改革を図ることをめざしたものである。次いで，第何着などと改革の手順を

記しているが，「第壱着」では，尾小屋松ヶ溝鉱山の株主である横山隆山や溝口之房らがこの頃

苦境に陥っていたようであり，彼らを支援することが述べられ，「第弐着」は，隆山らの株を買

い取ることを意味しているらしい。実際，５日後の９月６日に隆平が隆山から「松ヶ溝金山谷ノ

鉱山」株券７株を３，５００円で買い取り，同年１０月から３ヶ年で支払う契約を結んでいる８０。「第

三着」は，苟完社の職員を減らすことを記しており，これも前述のように明石雅男ら３人の同社

職員が８２年１０月から隆宝館勤務に転じているから，実行されたことがわかる。「第六着」の，

この頃作成された「事務章程」は見当たらず，すぐ記す隆興による通知にあるように「隆宝館規

則」もこの時に定められているが，現在残されている最も古く草稿でない正式の「隆宝館諸規

則」（日付なし）は，１８８５年または８６年作成と推定される８１。その中の「隆宝館尾小屋鉱山総

則」第１章第１条には，「当尾小屋鉱山ノ事業ハ横山隆平営ム所ノ鉱業ニシテ，株券等ヲ発シ営

業スルモノニ非ラサル事ヲ明カニス」とあり，苟完社とは異なって隆平の単独出資としている。

それが８２年９月事業再編の一つの目的であり，以後，隆山や溝口らと株買取契約を結び，１８８４

年に代金支払いを完了させて名実ともに隆平による単独所有が成立したものと思われる。株券を

発行して出資を募った方がより多くの元手を集めることができるにもかかわらず，それを行わな

い選択をしたのは，おそらく苟完社の失敗に懲りたからであろう。すなわち，重要事項決定は株

主総会を要するし，出資に応募してもいつまでたっても出資金を払い込まない者がいたり，製塩

社のように株主の立場を利用して苟完社から融資を受けようとする者が現れたりしたからであ

る。そこで，隆平に近い一族と，旧臣を含む信頼関係のある一部の職員のみとの協議による鉱山

運営が望まれたと思われる。そもそも１８８１年に地元民が尾小屋鉱山経営から引き上げた事情も，

地元民らが開発のための追加出資を渋ったために，横山家が強引に株を買い取ったことによると

されている８２。

「協議決定」に続いて，１０日後の９月１１日に，「隆宝館副管事兼鉱長横山隆興」から「育成舎

役員，銅愛採鉱所」宛の通知が出され，それには「今般横山隆平殿各鉱山ヲ引受採鉱被致候ニ就

テハ，更ニ旧育成舎ヲ隆宝館岩底谷鉱舎，銅愛採鉱所ヲ隆宝館銅愛鉱舎ト改称シ，隆宝館規則等

別冊ノ通リ相定メ候」とある。先の「協議決定ノ証」には「隆宝館」なる呼称は現れないから，

８０ 「交換証」（明治拾五年九月六日）。
８１ 「小松出張所」「尾小屋村」の記載があり，小松出張所設置は１８８５年であり（『横山隆興翁』１５８～１６０
頁），尾小屋村は１８８９年に西尾村となった。また１８８７年１０月には別の詳細な諸規則を作成していること
から（前掲『新修小松市史』資料編１４産業，１２５～１３５頁，所収），１８８５～８６年作成と推定した。

８２ 『横山隆興翁』８７～９３頁。
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９月１日から同１１日の間にそれが決められたはずであり，ここで初めて横山家の鉱業経営が隆

宝館と命名された。それまでは「育成舎」と「銅愛採鉱所」であり，それが苟完社の帳簿に現れ

る「育成舎」と「採鉱所」に当たることは，「育成舎惣代横山隆興公」「育成舎鉱長横山隆興」

「採鉱所横山政和殿」「採鉱方横山政和殿」「採鉱方横山隆和殿」などの帳簿記載から明らかであ

る８３。

それでは「協議決定ノ証」のいう３鉱山とは，どの鉱山であろうか。「鉱山財本概算」（日付な

し，直後に収録の史料から１８８２年１０月頃と推定）なる史料には８４，「銅愛」「松ヶ溝」「大田溝」

の３鉱山となっており，「入費」予算は松ヶ溝が最大であり，１８７８年に鉱脈露頭が発見され，そ

の後横山家も参加して採掘を行ってきた同鉱山が最も重要な事業所であったことがわかる。大田

溝とは，尾小屋村の，松ヶ溝より東方，山奥に入った地である８５。「鉱山財本概算」に続いて

『隆宝館予算綴』に収録され，ほぼ同じ時に作成されたと推定される「製出銅概算」には，３鉱

山を「尾小屋奥山」「同口山」「銅愛鉱山」とも記している。また「大田溝銅鉱山譲渡約定書写」

（１８８２年８月１０日，月田岩人から中泉既明宛）なる史料もあり，大田溝鉱山は横山家が入手し

たばかりの鉱区であった。岩底谷とは，尾小屋村の字名であり，大田溝などを含むらしい８６。こ

れらから，「銅愛採鉱所」＝「採鉱所」＝「銅愛鉱山」，「育成舎」＝尾小屋村岩底谷鉱山（松ヶ

溝と大田溝）であり，松ヶ溝鉱山＝「尾小屋口山」，大田溝鉱山＝「尾小屋奥山」であることが

わかり，１８８２年８月の大田溝鉱区入手までは，「育成舎」とは松ヶ溝鉱山のことであった。

ところで，「銅愛」は従来の文献には鉱山名として現れないし，地名としても見当たらない。

しかし苟完社『出納簿』（明治十五年壱月）には，１８８２年４月２２日に「土
�

合
�

採鉱所ヨリ，利子

ノ方エ入」１００円がある８７。そして尾小屋村よりかなり北方の旧金平村には「土合」なる小字が

現在もある。ただし横山家文書の中には，「大野村字土合銅鉱脈分間絵図」や「能美郡大野村地

内字土合銅鉱山新用水高低分間絵図」（いずれも年次不詳）が存在している。じつは金平村と大

野村は隣接しており，「能美郡大野村金平村両村銅鉱山借区願ヶ所分間絵図」（年次不詳）なども

８３ ちなみに，苟完社帳簿の「育成舎惣
�

代
�

横山隆興公」の記載は１８８０年７月９日であり，それは育成舎がま
だ横山家と地元民との組合組織であったからであるのに対して，「育成舎鉱

�

長
�

横山隆興」の記載は８２年４
月１７日であり，それはすでに横山家関係者のみの経営になっていたことと照応している。

８４ 『隆宝館予算綴』所収。
８５ 後述の増借区について地元民と結んだ「定約証写」（１８８６年，『隆宝館予算綴』所収）に添付されている
地図による。「太田溝」と表記される場合も多い。

８６ 横山隆平「尾小屋村字岩底谷之内，シカマクレ大田溝増借区願」（１８８７年１０月１５日）なる史料がある。
シカマクレとは，松ヶ溝と大田溝の間にある地区である（前注の地図による）。

８７ 表１１のように，この頃採鉱所への貸付はないのに，採鉱所が利子を支払っているのは，それまでの貸付
が返済されていないからである（後述）。苟完社『出納簿』には，１８８１年１２月にも，６日「採鉱所ゟ利子
方ェ入」１３０円，８日「採鉱所ゟ利子方中勘入」４００円などとある。

８８ もっとも「土合」も当て字であり，『金野乃郷土史』（金野の郷土史編集委員会，１９７５年）５３５頁によれ
ば，かつて２つの御堂が相対していたことから，もともとは「堂相」であったという。
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あって，土合鉱山は両村にまたがった鉱区であった。翌８３年執筆と推定される「隆宝館規則」

草稿の第１条には，鉱区として尾小屋村のほか，「大野村並ニ金平村地内字銅愛」とある。どう

やら「銅愛」とは，「銅を愛する」横山家が考案した当て字らしい８８。ともあれ，この時，隆宝

館の現地本部たる出張所は，麓の土合に置こうとしたのである。ただし尾小屋村岩底谷にも事務

所があったことは，９月１１日の隆興の通知でもわかるし，上記「隆宝館規則」草稿の第２条に

は，「尾小屋村字岩底谷及同郡大野村字銅愛ノ両処ニ於テ数棟ノ鉱舎ヲ置キ，坑業事務ヲ取扱ハ

シム」とある。

この頃，銅愛（土合）採鉱所を担当していたのは横山政和であり，彼は遅くとも１８８０年５月

から能美郡大野村の鉱区を試掘し，８２年３月には同村に持家を構え寄留していた８９。ただし苟完

社は，さらにその前の８０年１月に，土合採鉱所設置の準備過程とみられる「採鉱試験」に計

７４６円の貸付を行っており（表１１），同社『出納簿』には，同月に「採鉱試験取扱，横山政和殿

証出」７２円，「採鉱試験取扱人，横山隆和殿証出」１２０円，「採鉱試験取扱，横山隆興殿証出」５４

円などと記している。すでに政和のみならず，隆和や隆興もかかわっていた。要するに横山家の

鉱山事業も，苟完社と同様に少なくとも当初は隆平と隆興だけではなく，もっと広い横山一族の

事業であった。

さらに，表１１をみると，苟完社は１８７９年末から翌年１月に「鉱永舎」へ計３，５００円の貸付を

しており，同じ７９年１２月には別に「鉱山事件横山隆山等ノ集会入費」１円３５銭なる支出があ

り９０，また８１年５月には「細野口鉱山貸付」１００円がある。そして８３年６月には，「六月十二日

越前横山隆山ヨリ細野口鉱山貸金返済，但其実隆宝館ゟ流用勘定也」とある９１。細野口鉱山と

は，越前大野郡にあり，幕末頃にも稼行されていた銀銅山であるが９２，明治期の動向はよくわ

かっていない。これらをみると，８２年９月まで尾小屋松ヶ溝鉱山にも出資していた横山隆山は，

７９年末頃から細野口鉱山を経営しており，その経営体が「鉱永舎」ではないかと推測される。

いずれにせよ，横山家鉱山事業の創成期に，同家が尾小屋村のみならず大野村・金平村などで

も銅山開発を行っていたこと，それも尾小屋鉱山開発に協同人として参加する以前に開始してい

たことなどは，従来まったく知られていなかったことである９３。そもそも『横山隆興翁』では，

地元の吉田八百松らが資金借入のために，鉱山に関する知識経験のまったくない隆興を突然訪れ

８９ 横山政和「試掘願」（明治十四年五月），同「持家御届」（明治十五年三月），同「寄留御届」（明治十五年
三月）。この「試掘願」は，「客年五月」に試掘許可が出たが，さらに１年継続させてほしいという願いで
ある。『明治十三年 石川県統計表』（１８８２年刊）１４１頁にも，能美郡大野村の銅鉱山試掘許可が営業人横
山政和に１８８０年５月１７日付で出されたことが記されている。

９０ 『目節出納下帳』（明治十二年壱月吉日）１２月２１日。
９１ 『出納簿』（明治拾六年壱月）６月２３日。
９２ 『福井県史』通史編４近世二（１９９６年）３２８頁。
９３ 『西尾村史』２４５頁や『金野乃郷土史』３６６頁には，明治期の金平銅山についての記述があるが，そこで
も１８８０年代の横山家による開発の記述はなく，忘れられた鉱山事業になっている。
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たように描かれているが９４，それはやや不自然であり，横山一族の土合鉱区での活動が，吉田ら

の尾小屋鉱山稼行に対する横山家への貸金依頼ないし参加依頼の契機になったのであろう。また

苟完社の吉田八百松への貸付は８０年４月からであるが，育成舎への貸付は同年６月から始まっ

ており，この頃尾小屋鉱山の共同経営体，運営組合が育成舎と称されることになったと思われ

る。

なお隆興は，青年期に大阪開成所に学んでおり９５，同校は外国語と理化学の教育が行われたか

ら９６，もともと鉱山業の技術面にまったくの素人というわけではなかったと思われる。もっとも

『横山隆興翁』によれば，１８８０年に横山家が尾小屋の開発に参加する際に，鉱山経験者が必要な

ので，同家旧臣で，「飛騨国金平鉱山」に従事経験のある高山勝行を相談役に招いたという９７。

しかしこれは，平金鉱山の誤りのうえ，同鉱山試掘開始は１８９２年であったから９８，高山が１８８０

年以前に従事していたのは別の鉱山であろう。しかしたしかに高山は，１８８３年頃も隆宝館に少

額の融資を行ったりして関係を保っていた９９。さらに彼は１８９０・９１年頃には隆宝館に勤務し１００，

９２年頃は同館採鉱課長であったが１０１，まもなく独立して他鉱山の稼行に転じた。実際，１８９９年

には彼は全国有力金属鉱業者一覧の１７位に名を連ねており１０２，１９０２年頃の所得額は金沢市３４

位の２，５０４円となっていた１０３。

結局整理すると，以下のようである。横山家の鉱山事業への関与は，すでに１８７９年末頃には

始まっていた。同年１２月に隆山がおそらく越前細野口鉱山の試掘に参加し，それに苟完社も資

金を貸与した。それとは別に，翌８０年１月には，政和・隆和・隆興らが尾小屋村よりはるか北

麓の大野村・金平村の土合付近で予備的な採鉱試験を行い，苟完社も試験費用を貸し付けた。こ

れを踏まえて政和が土合鉱区の試掘願を提出し，それが同年５月に許可されて試掘が開始され

た。苟完社も，同年９月以降少額ながらこれに対して資金貸付を行った。それが表１１の「採鉱

所」への貸付である。こうした動きをみた吉田八百松は，同年春，苟完社に尾小屋採掘のための

資金提供を依頼し，苟完社は４月に１，８００円余の貸付を行い，６月には横山家も尾小屋採掘に参

９４ 同書では，吉田八百松に初めて尾小屋を案内された隆興について，「当時の君は鉱山について何の智識も
経験も持たざりき」（８２頁）などとある。なお，同書の記述には年次の誤りも少なくなく，明治１０年代前
半頃の記述も前に１年ずれている場合が多い。

９５ 『人事興信録』第４版（１９１５年），『横山隆興翁』２１頁。
９６ 金築修「大阪開成所」（海後宗臣監修『日本近代教育史事典』平凡社，１９７１年）。
９７ 同書，８６頁。
９８ 『丹生川村史』通史編２（１９９７年）２６４頁。
９９ 前掲，隆宝館『証書控綴』所収の「約定証」。
１００ 「隆宝舘尾小屋鉱山役員勤否表」（１８９０年，１８９１年）。
１０１ 『横山隆興翁』２００～２０１頁。
１０２ 武田晴人『日本産銅業史』（東京大学出版会，１９８７年）１９５頁，表１１０。
１０３ 桜井外次郎編『金沢紳士鑑』（１９０２年）［加越能文庫架蔵］。所得額は，所得税額から逆算した。『横山
隆興翁』２６２頁には，彼は，隆宝館を退いた後，越後橋立金山経営で成功したとある。
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加して，組合名称を育成舎とし，資金提供者たる横山家側の隆興が育成舎惣代となった。苟完社

の尾小屋への資金貸付も，育成舎への貸付となった（表１１）。翌８１年には育成舎から吉田ら地

元出資者が退き，横山家関係者のみの出資となり，隆興は育成舎の惣代から鉱長となった。ただ

し「尾小屋鉱山沿革」など従来の文献と異なって，８１年に隆宝館と改称したわけでも隆平の単

独出資になったわけでもなく，８２年９月初めまでは依然として育成舎と称し，また横山隆山や

溝口之房も株を所有していた。この８２年９月に組織再編が行われ，もともと育成舎と称して運

営していた松ヶ溝と，直前の８月に入手した大田溝という尾小屋村の２つの鉱区と，銅愛採鉱所

なる大野村・金平村の土合鉱区の３つを合併し，隆山と溝口から株を買い取って隆平単独の所有

名義とし，かつ隆宝館と称することにしたのである。

細野口鉱山への関与は，おそらく当初から隆山によって担われ，８３年までは隆宝館を通じて

支援したようである。しかしその後の記録がない点からみて，この頃，稼行停止したのであろ

う。

なお横山家の鉱山事業への関与が始まった１８７９年末頃は，製塩社との貸借契約が交わされた

時期でもあった。すなわち同家の鉱山業への関与は，『横山隆興翁』が描くような，金融業経営

の低調ないし挫折ゆえに転じたものではなく，金融業経営とほとんど同時に開始・展開されたも

のであった。その契機は，むろん自家および士族一般への金禄公債交付であったことはいうまで

もない。横山家は，この時，一族の力を結集し，さらに一族以外の出資も募って，同時に複数の

産業分野に経営を展開しようとしたのである。これは家禄収入の途絶ゆえに生計の糧を得るため

という以上の積極的な起業であり，彼らは企業家精神に富んだ企業家そのものだったといえよ

う。近世大名家臣も，西洋的基準からいえば貴族とみなして差し支えないと思われるが，横山家

はのちに男爵となり，旧主前田家とともに富裕な有力資産家華族として著名になる。しかし，明

治前期における同家は，特権と豊かな資産を所有しつつリスクをかけた利殖のための事業活動や

労働を忌避する貴族的性向とは正反対の性格・志向をもった上級士族であった。そして横山家の

こうした性格は，じつは有力資産家華族となっても後年まで持ち続けたと思われるが，それは本

稿の範囲外となる。

とはいえ，８２年９月の事業再編などを，本当に元３万石家老の隆平がリーダーシップを発揮

して計画・実施を取り仕切ったのであろうか。じつは，旧主前田家が８２年５月に「家法条目」

を制定し，それに基づいて隆平のみならず政和も同家家政評議人に選任された１０４。前田家『淳正

公年表稿』によると，隆平はすでに５月３０日・６月１日に東京前田邸に参上して，評議人の依

頼を受けるなどしていた。隆平はさらに，８月１４日，２１日も京橋南鍋町（現，銀座）の東北鉄

道会社創立事務所に利嗣や家扶加藤恒の代理として出向いていたし，自家事業再編が協議決定さ

れ実施へ移行した頃の９月５日も本郷邸に参上しており，この頃ずっと在京中だったと思われ

１０４ 拙稿「明治前期における旧加賀藩主前田家の資産と投資意思決定過程」（本誌本号）表１７を参照。
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る。さらに１０月２８日には評議人が本郷前田家に参邸して「小会議」が行われ，１１月４日から

通常評議会が始まり，それは２２日に終了したが，２５日から１２月１５日まで臨時評議会や評議人

慰労会，慰労金下賜などが断続的に行われ，この間，隆平と政和は評議人としてほぼ毎回出席し

ていたから，この頃両者は自家事業に直接関与できていなかったはずである。９月の協議決定に

政和は参加していた可能性があるが，本家当主隆平は書状による決裁を行うにすぎなかったと推

測される。鉱山事業や苟完社の一族実動部隊は，やはり，隆興，および当初は隆和，そして政和

だったと思われる。隆平が前田家家政評議人を務めていた１８８５年頃の借用金約定証草稿類に

は１０５，館主長期不在の場合が想定されるため，「万一本人不在等ニテ返金不能時ハ本人ニ成代リ

請人ニテ弁償可致候」などとして，館主不在時は保証人の隆興や中泉既明が代行すると，最初か

ら記してあった。しかし，隆平の本館への出勤時は，むろん自ら取引を処理し，経営の指揮を

執ったはずである。

（３）鉱山事業の苦境

１８８２年９月の事業再編以降，隆宝館は，周辺に鉱区を積極的に拡大していったようである。

前出の８３年制定と推定される「隆宝館規則」草稿には，尾小屋村の鉱区としては，「字松ヶ溝，

字金山谷，字大久保谷，字シガマクレ，字大田溝」が挙げられ，そして大野村でも銅愛の他に

「滝ノ上鉱山」が記されている。これに伴い，産銅量も急速に増加して（表１２），製錬用の木炭

調達が課題となり，８５年頃には木炭焼製のために尾小屋村よりさらに山奥の丸山村に臨時出張

所を設置した１０６。

しかし，８２年９月の事業再編は苟完社と鉱山事業の負債増大ゆえだった。苟完社の経営を苦

しめた要因は，製塩社だけではなく，横山家の鉱山経営にもあった。同家鉱山経営は，生産した

荒銅の委託販売先から多額の前借を受けていたほかに，苟完社からも借入していた。委託販売先

からの前借金の大半は，荒銅販売代金で返済されたが（後述），苟完社からの借入は固定借と

なっていた。表１１をみると，１８８１年５月を最後に苟完社は採鉱所に貸付を行っていないが，そ

れは採鉱所への貸付が返済されず焦げ付いたので新規貸付を行っていないのである。８１年５月

１７日に６，３３０円を貸し付けているが，それも同日，それまでの借入金５，５９６円とその利子７２３

円を返済した見返りであり，実質はまったく返済しておらず，借換にすぎない。銅愛鉱山はまだ

軌道に乗っていなかった１０７。

こうして苟完社の負債処理とともに鉱山事業を軌道に乗せるために，あらたな資金調達策が必

１０５ 隆宝館『証書控綴』所収。
１０６ 「隆宝館尾小屋鉱山総則」第２条，「調進課丸山臨時出張所事務章程」総則，いずれも８５年頃作成と推
定される「隆宝館諸規則」所収。

１０７ これに対して，育成舎は苟完社と相互貸借関係があり，採鉱所に比して経営は悪くなかったことが窺わ
れる。
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要となった。『横山隆興翁』には，８２年１０月３０日に，円三堂

（辰巳啓・向島幸助・岡野立三郎）なる組織ができて，尾小屋荒

銅の販売を引き受け，貸越金を供給することになり，隆宝館と契

約したと記されている１０８。横山家文書の中に，円三堂との契約書

などは見当たらないが，翌８３年と推定される９月２９日付の，辰

巳啓から苟完社や隆宝館の職員である中泉既明・明石平宛の書状

に，「（前略）扨過日，隆宝館ト円三堂ト御定約ハ最早満期ニ際シ

候ニ付，過日来隆平様ヘ相伺置候処，今一期延期施約之御協議ニ

相成候間，尚又可然奉願候」云々とあるから，たしかに８２年１０

月に円三堂なる組織を立ち上げ，隆宝館と契約していたことがわ

かる。また同じ８２年１０月付けで，井上勝作金沢支店から，「是
マ マ

迄能美郡金平村洞愛ノ出銅売捌方御委託ヲ受ケ，而シテ金員貸上

ケ来候処，今回懸差引残金不残正ニ受取申候」云々ノ証があ

り１０９，これまでは出銅の委託販売は井上勝作が行っていたが，円

三堂に切り替えたことが窺われる。この時の井上との精算勘定と

思われる史料をみると（表１３），横山家は荒銅販売委託先から２

万２千円以上を借り入れて稼行していたが，未収銅代金も多く，

精算支払金は３千円余であった。この精算勘定をみると，前借金

を銅販売によってその都度スムーズに精算されていないようであ

り，それが井上への委託販売契約を打ち切り，円三堂に切り替え

た理由のようにも推測できる。そして代わりに円三堂から前借金

を受けたはずであるが，今度は井上とは異なって，立替払たる前

借金と実際の銅販売代金がスムーズに相殺され，また当初は銅代

金立替払以外の借入金はなかったと思われる。それは，事業再編

後８２年９月から１２月までの「収入金」の内訳を示した表１４か

ら窺える。同表は，明らかに隆宝館のみならず苟完社の収入を含

めており，先の「協議決定ノ証」冒頭の「金銭出納ノ大概ハ本館

ニテ掌リ」とは，続いて「漸次三鉱山及苟完社ノ借債ヲ消却」と

あるから，苟完社の出納も隆宝館が掌るという意味のようであ

１０８ 「［辰巳］啓は向嶋，岡野の二友と協議し（中略）円三堂と云ふを組織し，尾小屋鉱山の産出する荒銅の
販売を引き受けると共に，逐次貸越金を供給すべき約束を結び，その年十月三十日隆宝館と円三堂との間
に契約書を取り交せぬ」（同書，１０１頁）とある。なお前述のように，辰巳は旧加賀藩士であるが，向島と
岡野は士族ではなく，岡野も向島と同様に両替商ないし金融業者と思われる。

１０９ 以下の隆宝館関係の史料は，とくに注記しない限り，『隆宝館予算綴』所収。

年次 生産量
（斤／年）

１８８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８
９９

１９００
０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４

１９，９８７
３７，７９９
１５５，１６１
２８０，１５６
３６９，７３１
４２６，９４２
７１９，０８７
８６２，５００
９６８，０５６
９７７，６７０

１，１３１，９１０
９２６，１６０
８９８，９７６
５６１，７１６
５９０，７１６
８１４，４３８
６７２，８５８
７０６，１１８
６７５，２９８
７７５，３８９
４８１，５８２
５７２，８６３
７５１，６９０
８４９，４６３
９７１，０１１

１，０５０，９４０
１，１４８，０５７
１，０７９，４０２
１，１６０，７６４
１，３４９，６５２
１，６２７，６８９
１，８６８，７９５
２，３０９，３９７
２，３９５，８９２
２，５１１，６５２
２，７４７，０７８
３，３２５，０３３
３，０２９，５００
２，６７７，３７７
３，３５０，１８８
３，７９３，４６８
４，０４０，２２４
３，１５１，５６６
３，４３６，００４
３，４４３，７７７

（出所）：「尾小屋鉱山
株式会社設立
趣意書」（１９２６
年）所 収 の
「尾小屋鉱山
現況」．

表１２ 尾小屋鉱山の産銅量
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る。そして，「借債ヲ消却」するどころか，銅売却代金５千円余や貸付金返済受入７千円余に対

して，あらたな「調達金」が４万円以上に上っているが，そのほとんどは苟完社のための借入で

あった。表１０の１８８２年９～１２月の借入金の合計４６，６４５円は，表１４の「調達金」４１，５１４円よ

り５千円余多いが，それは前者の数値には，隆宝館からの借入５，４００円を含むからである。した

がって表１４の「調達金」はほぼすべて苟完社の借入であり，隆宝館の円三堂からの銅代立替金

はスムーズに銅売却代と相殺され，それ以外の円三堂からの借入はなかったはずである。ただ

し，表１０のように，苟完社は８２年１０月以降も，辰巳・向島・岡野からの借入があり，これは

円三堂とは別途借り入れたのであろう。

いずれにせよ，横山家の鉱山事業は，当初苟完社から資金供給を受けていたのであるが，この

頃には，製塩社の破綻とその処理により，逆に苟完社の経営に大きく足を引っ張られるように

なっていた。すでに，苟完社は８２年５月から利用社なる金平村の銀行類似会社からも借入を行

うようになっていたが（表１０）１１０，８２年９月の事業再編後，それを隆宝館の負債に付け替えつつ

あった。８３年の苟完社『支払簿』をみると，苟完社が利用社からの調達金５００円の利子を隆宝

館に支払っているが，それについて「隆宝館取替ニ付該館ニ支払」（６月４日）と記されている。

利子を苟完社が支払い続けているということは，この「取替」は，隆宝館の苟完社に対する負債

との相殺とか，利用社からの調達金を隆宝館が使用していたということではあるまい。じつは，

この「取替」は，１８８２年１２月頃に行われたらしく，同年１２月６日の隆宝館から利用社宛の

「金借用証」控をみると，尾小屋鉱山の建物，器械，道具類を抵当に入れて利用社から借りてい

た。おそらくこれは，苟完社が利用社へ担保として差入していた公債を取り戻して，他の借入に

利用するためだったのであろう。隆宝館・苟完社ともに資金繰りに窮していたのである。

１１０ 利用社は１８８１年設立（『石川県銀行誌』２０１頁）。同社は，８１年に地元民が育成舎から退く際に，それ
までの出資金を基に設立されたものかもしれない。

表１３ 隆宝館と井上勝作との精算

（１８８２年１０月）

項 目 金額（円）

負債 借用望金
利子金
定約金
右 利子
荷造等諸入費

計

２２，８００
７０５

１，０００
１２０

２，１６８
２６，７９４

資産
（未収荒銅代金）
入金利子

２３，６４０
６０

差引不足 ３，０９３

（出所）『隆宝館予算綴』所収の無表題
史料．

表１４ 隆宝館の収入

（１８８２年９～１２月）

項 目 金額（円）

預入金
調達金
貸付返金
貸付金利子
銅売却代金

２３８
４１，５１４
７，２２８
３７３

５，５１５

計 ５５，３７０

（出所）「拾五年自九月至十
二月 収入金額記」．

注：１）苟完社を含む．
２）計が５００円多いが，
史料のまま．
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この頃，横山家が自らの負債状況に対する意見を外部に求めて得た回答草稿があり１１１，それに

よると，横山家は全体で６万円もの負債があり，その原因は，「一時旧製塩社へ貸金和解一件ニ

付，本日トナリテハ実ニ大ナル方向ヲ誤マレリト云ハザルヲ得ズ」と，まず製塩社に債権をもつ

金禄公債名義人たる士族と苟完社との和解条件が士族らにあまりに寛大すぎた点を指摘してお

り，「又，他信用貸等モ若干アリ，限リアル資金ニテ限リナキ需メニ応ズルカ如キニテ」云々と，

苟完社の貸付の甘さも指摘している。そして６万円の負債処理方法としては，２万５千円は隆宝

館（の利益）によって償却すべきであり，「壱万円斗」は「今回更ニ社長等ゟ募集」すべき旨を

記している。実際，８３年の苟完社『出納簿』には，きわめて頻繁に，「横山隆平殿ゟ請金」「横

山隆平殿ゟ補助金」として社長個人が入金していたし，隆宝館からも「暫時調達」していた。さ

らに８３年頃になると，松方デフレの影響により，他の銀行類似会社の経営も悪化しており，た

とえば，同年８月２３日の交換社から苟完社への書状には，「陳者弊社借用金之義，明々遅延ニ相

成，毎度ノ御請求何トモ申訳ナキ次第不悪……何卒是非御猶予被成候度」などとあり，交換社の

苟完社への返済が滞っていることを示している。他の銀行類似会社の苦境も苟完社に波及してい

たのである。

こうして苟完社の負債処理に迫られるとともに，鉱山事業自体も資金繰りに苦しんでおり，８３

年には士族授産金の借用も検討していた１１２。借用願はおそらく正式に提出されなかったと思われ

るが，この士族授産金とは，同年，前田家が士族授産のために支出した金沢起業社への１０万円

のことだったかもしれない。この「鉱業上ニ付恩借金願」には１１３，「隆平担当ノ加賀国能美郡尾
（欠字）

小屋村銅山」「政和担当ノ仝国同郡金平村銅山」「［中泉］既明担当ノ同国尾小屋村字 銅山」

とあり，３鉱山の稼行状況について，次のように述べている。隆平担当の尾小屋銅山は，「就業

尚日ノ浅キニアレドモ，天運ノ然ラシムル処ト社員ノ勉励トニヨリ稍其緒ニ就キ」と，まずまず
（欠字） （欠字）

の出銅状況だったようであるが，金平村銅山は「就業稍 ヶ年間ニ至ルト雖モ該山ハ水脈 方
（喞筒） （喞筒）

悪シク日常筒喞ヲ用ヒ水上ケ致シ来ルト雖，乍チ筒喞相損シ，年ニ五六回，実ニ困難ノ至リニ堪

ヘス，其上該山ハ平地ヨリ鉱敷ヲ穿チ，漸次地中ヘ下リ候ケ所ニテ，就業方意外ニ果敢行不申而

已ナラス」云々と，坑道の排水に苦労するなど鉱脈の劣悪な条件を指摘し，「前記ノ都合故，不

図出銅モ僅少ニテ得失相償ハザルナリ」と利益を出せていない状況であった。中泉担当の大田溝
（欠字）

銅山は，「昨年 月譲受ノ允許ヲ蒙リ，漸ク此頃坑業ニ着手セシ辺ニテ，未タ其得失ヲ論シ難シ」

と，これまた本格採鉱に至っていなかった。そして，

該三鉱山トモ隆平一手ニテ坑業致シ度見込ニテ，即今金平政和担当，尾小屋既明担当ノ弐鉱

１１１ ８２年末か８３年前半頃と推定。執筆者は，「局外中立者」と自称する大阪道頓堀河辺某らとなっており，
銅の取引先とも思われ，「乍失敬，求ニ応シテ聊カ腐言ヲ呈ス」とある。

１１２ 借用願草稿には日付がないが，１８８３年作成と推定されるのは，すぐ示すように，文中に大田溝銅山が
「昨年」「譲受」されたとあることによる。
１１３ ただし草稿。
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山ヲモ隆平ヘ譲渡シ上願中ニ有之候，乍去其実士族輩申合セ社則ヲ基立銘々応分ノ力ヲ添

ヘ，孜々鞅掌スト雖モ何分不事ノ業ニシテ，中々資金ニ乏シク，就中金平ノ如キハ数年間屡

水車破損シ，為メニ志素ヲ遂ケス，一層ノ負債ヲ来タシ，益々困却ヲ極メ候，尤該坑業ハ一

ツハ国益ヲ起シ，二ハ坑夫等使役シ，三ハ同盟ノ輩生活ノ途ヲ開キ，（中略）何卒士族授産

金ノ内ヲ以，金弐万円年賦上納ヲ以テ御貸渡被下度

と記し，前述のように隆平単独所有に再編して，職員の士族も努力しているが，とくに金平村鉱

山の排水ポンプがしばしば破損して負債を生じているため，２万円貸し渡してほしいとしてい

る。

８１年にピークをつけた国内荒銅価格はその後低落傾向を示していたが，８４年に暴落すると１１４，

事態は一層深刻となった。円三堂の辰巳啓は，８４年初め頃，隆平宛に「館主閣下ヘ献言」と題

する鉱山経営の合理化を求める意見書を提出した。

近頃金銀貨激降セシヨリ，随テ製銅代価モ非常ニ低落シ，為メニ鉱山ノ収穫ニ大ナル異動ヲ

生シタリ

として，職員の一部解雇，職員給料減額，坑夫請負代価の変更，３鉱山の会計を区分すること，

鉱山ごとに１名ずつ会計役を置くこと，３鉱山の予算を立てること，などを指摘している。これ

によると，８２年９月に３鉱山を合併したものの，苟完社のみならずこちらもまだかなり大雑把

な経営体制だったことがわかる。

円三堂の資金供給力にも限界があったから，この頃，第十二国立銀行金沢支店から資金供給を

受けるため，生産荒銅の委託販売先を円三堂から同支店に変更した。同支店宛の無表題約定書に

は１１５，

横山隆平借区ノ鉱山ヨリ掘出ス所ノ鉱銅ハ悉皆製煉ノ上丁銅トナシ，大坂府下等ヘ売却シ来

リシ処，今回貴支店ヘ依頼シ，右丁銅ニ対シ前為換金借用ノ事ヲ約定セシ

とあり，その条件として，「荒銅ハ毎月五六回宛，大坂ノ貴支店ヘ迄運搬シテ其売却方ヲ委托ス
（欠字）

ヘシ，但，運搬方ハ円参堂 ニ於テ従来取扱ヒ来リシ手続ヲ以テ逓送ス（中略）尤モ該運費

モ円三堂ニテ負担スヘシ」とする。具体的な取引の手順として，まず銅発荷の情報を隆宝館の鉱

舎から第十二銀行金沢支店に報告し，「凡ソ其代金ニ充ル丈ケノ金額ヲ借受ケ，而シテ該丁銅ハ

大坂ニ於テ売却済，其代金ヲ該地貴支店［第十二銀行大阪支店］ヘ入済ノ上，其報告ヲ得テ前借

ノ元利金ヲ決算スルモノトシ」，順次これを繰り返すが，各回の前借金が銅代金と決済されない

うちは次の前借はしないとしている。この仕組みであれば，隆宝館に前借金も未収銅販売代も累

１１４ 前掲，武田『日本産銅業史』２３～２４頁。
１１５ これも日付もなく，数値等に空欄があり，草稿であるが，金沢第十二国立銀行は，１８８４年１月に富山
第百二十三国立銀行と合併して本店を富山に置き，従来の第十二国立銀行本店は同行金沢支店となったか
ら，この史料が１８８４年１月以降のものとわかり，第８条には，「此約定期限ハ先ツ本年三月ヨリ末壱ヶ年
間ト定メ」とあるから，結局８４年１～２月作成と推定できる。
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積することはなく，隆宝館と円三堂との委託販売契約も同様だったはずである１１６。この第十二銀

行との契約は，むろん同行金沢支店支配人辰巳啓の手配だったであろう。

８４年には銅価暴落に加え，水害も起きて，鉱山経営に打撃を与えたようであり，別途辰巳ら

に融資の斡旋を依頼した。同年８月１１日付の隆平・隆興らから辰巳宛の「定約証」には，

隆宝館借入金漸次相嵩ミ候上ニモ客月鉱山ノ水害等ニ而弥増ノ入費ニ付，今度ハ別紙予算書

ノ如ク急度出銅致シ候ニ付，特別ヲ以テ本月可仕払金額御口添ヲ以テ他方ゟ借入ノ事ニ御周

旋被下，則協議決定候（下略）

と，他の金融機関などからの借入の口添を依頼している。これに続いて『隆宝館予算綴』に収録

されている同年１２月１６日付の隆宝館から辰巳宛の史料は，おそらくこの辰巳への依頼を受けて

調達した明細と思われるが，それには，辰巳２，４００円，向島１，１００円，岡野１５０円，第十二銀行

３，４００円（信用），第十三銀行京都支店７７３円など，計７，８２３円とその利子が書き上げられ，「此

分，円三通帳ニ御記載奉願候」「此分，来年ニ至リ円参堂都合御見斗之上通帳ヘ御記載奉願度」

と，隆宝館と円三堂の貸借通帳への記入などを依頼している。しかしこれは臨時の資金調達であ

り，前述のように，苟完社の債務を含めてもともとこれ以外に円三堂などからの借入金が多額に

上っていた。

横山家は，８４年末頃に苟完社を正式に休業とし１１７，苟完社の負債の一部をさらに隆宝館に付

け替えた。その８５年初頭の隆宝館負債一覧を筆者がさらに整理したものが，表１５―１である。も

ちろん，たんに苟完社の債務を隆宝館が肩代わりしたのではなく，表１５―２のように金禄公債も

苟完社から受け取っているから，その対価として債務を継承したのであろう。それは金禄公債を

担保として借入を行い，あるいは現金化して鉱山事業に利用するためだった。たとえば，奥村栄

滋から預かっていた五分利付金禄公債額面６，７５０円が，隆宝館の負債「公債証書之部」の「新之

部」に含まれているが，「新」とは「苟完社ヨリ引受タル分」であり，１８８５年７月付の隆平から

奥村宛の「約定証」には，「目今仕法ニ際シ，不得止御示談之上売却方御承諾，則売払現金借用

之名義ニ引直シ（中略）拙
�

者
�

ニ
�

於
�

テ
�

目
�

今
�

鉱
�

山
�

ノ
�

事
�

業
�

ヲ
�

以
�

テ
�

目
�

的
�

ト
�

ス
�

ル
�

カ故ニ，左ノケ条ノ如ク約

定取極メ候事」とあり，長期間で返済することとしている。このような文言の証書は，他にもあ

１１６ なお委託販売手数料は空欄になっており，不明である。また大阪における銅販売の際，円三堂の「堂
員」が在阪中の場合は，販売につき第十二銀行大阪支店と協議して行うこともあるとして，引き続き円三
堂も関与するようになっている。

１１７ 金沢裁判所の尋問記録（１８９３年，苟完社の株欠番に関するもの）には１８８４年休業とあり，８５年１月１
日付の「預リ金証」には，苟完社について「今般該社仕法替ニ付」，預かり公債を売却して通貨を隆平が預
かるとしていることなどから，１８８４年末頃に休業したはずである。しかしもちろん存続しており，休業中
も種々残務処理はあり，後述の８５年６月の隆平提案では，それまで苟完社の業務は隆宝館職員が兼務して
いたためであろう，金沢の隆宝館本部を廃止して，隆宝館職員から苟完社担当者を２名選ぶべきことを記
しているし，重要事項は株主総会で決めるという仕組みも存続していた。最終的な廃業届は１８８７年７月ま
たは８月（史料によって異なる）である。また六渡寺支店は８３年７月頃閉鎖した（１８８３年７月２７日付の
明石平から隆興宛書状）。
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表１５―１ 隆宝館の借入金（１８８５年１月調査）

借入先 新旧 借入残高
（円） 備 考

円三堂
大阪第十三国立銀行京都支店
金沢第七十五国立銀行
富山第十二国立銀行金沢支店
辰巳啓
村田助松
溝口之房

利用社

北陸銀行
向島幸助

旧
旧
…
旧
旧
（旧）
（新）

旧

旧
新

３２，１３５
１３，５００
７，５００
６，７５０
３，２４６
２，６２４
２，４００

１，５００

１，４００
１，１００

有抵当
辰巳口添，館主公債抵当

公債抵当
第十二国立銀行金沢支店幹部
能美郡金平村
旧加賀藩士
能美郡金平村の銀行類似会
社，有抵当
地所抵当
両替商，地所抵当

その他とも計 ７５，６５６

（出所）「隆宝館負債現在予算書 金貨之部」（『隆宝館予算綴』所収）．
注：１）「旧」は「隆宝館固有ノ分」，「新」は「苟完社ヨリ引受タル分」．

表１５―２ 隆宝館の預かり金禄公債（１８８５年１月調査）

氏名 種別 額面金額
（円） 備 考

旧之部
園部昌信
窪田受正
長屋道弘

六分
七分
七分

１，０００
９３５
５００

横山家旧臣，１４０石
横山家旧臣，６０石
横山家旧臣，６０石

計 ２，４３５

新旧混同之部
臼井恵洲
岡田堅太郎

七分
七分

８１０
８１０

計 １，６２０

新之部
奥村栄滋
中川典克
溝口之房
織田 艶
石黒政紀
木村他三郎
田中政一
酒井知喜
高橋勝八

五分
六分
六分
七分
七分
七分
七分
七分
七分

６，７５０
２，０００
１，０００
１，０００
９４０
７５０
５００
３００
１３５

旧八家，１万７千石，横山隆平の義弟
横山隆平の従弟，５千石

横山家旧臣
横山家旧臣
１８９０～９１年頃，隆宝館職員

計 １３，３７５

製塩社関係之部
六分
七分

７，９４０
１８，９７０

計 ２６，９１０

総計 ４４，３４０

（出所）「隆宝館負債現在予算書 公債証書之部」（『隆宝館予算綴』所収）．
注：１）「旧」の園部昌信のみ「抵当」，他は「預入」．

２）その他は，表１５―１と同じ．「新旧混同之部」は本文参照．
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る。ただし，表１５―２のように，「新旧混同」のものもあり，それは「館主ノ預リ書ヲ以テ預入シ

タル上，苟完社証ニテ十二銀行ヨリ調金［調達金のこと］シテ，館
�

社
�

共
�

ニ
�

使
�

用
�

シ
�

タ
�

ル
�

モ
�

ノ
�

ニ依

ル」とあって，苟完社と隆宝館の経理峻別が曖昧なところもあった。さらに同表から明らかなよ

うに，横山家の鉱山開発事業は，横山家単独事業ではあるものの，親戚・旧臣をはじめとする各

層の一部旧加賀藩士による支援を受けたものでもあった。

ともあれ，表１５―１によると，総計７万５千円のうち，最大の借入先は円三堂の３万円余であ

る。もっともこの直前頃と思われる借入明細によると，円三堂１万円，向島幸助２万円となって

いて，向島の２万円は円三堂に付け替えたものと思われる。やはり円三堂３人のうち最大の資金

提供者は，俸給生活者の辰巳ではなく，両替商の向島だったのであり，辰巳は第十二銀行支店支

配人という立場を利用して，第十二銀行，第十三銀行など銀行との貸借仲介を行っていたわけで

ある。また同表によると，苟完社の負債を継承した「新」は意外に少ないが，これは苟完社休業

時に付け替えたもののみであり，前述のように「旧」の中にも苟完社の負債だったものがかなり

あると思われる。さらに表１５―１とは別に，表１５―２のように，預かり金禄公債が４万４千円余

（額面）あり，そのうち製塩社関係のものが２万６千円余あった１１８。したがって８５年初め頃，隆

宝館の負債は１２万円あったことになる。

そしてこれらとは別に，苟完社の負債がまだ存在していた。製塩社関係の金禄公債が，苟完社

ではなく，隆宝館の負債と合体されたのは，この公債の名義人が隆平に切り替えられ，隆平らが

元の名義人らに対して無限責任を負ったためであろう。この頃の苟完社の負債残高は，本店

９，１６９円，六渡寺支店１２，３０６円，計２１，４７５円に上った１１９。六渡寺の負債の大半は，第七十四銀

行高岡支店からの借入だったであろう。結局この時点で，横山家の負債は，隆宝館の１２万円と

合わせて，総計１４万円余に上った。同年１２月の隆興から隆平への「意見上伸」（後述）の中で

も，「先般来本館十万余円ノ大負債ヲ担ヒ」とあるから，この頃の同家負債の最大額は十数万円

だったのであろう１２０。そしてこの年３月以降，多くの債権者と個別に元利返済延期の契約を行っ

ていった１２１。

さてこの頃の生産量をみると（表１２），連年増加しており，松ヶ溝付近の鉱区の採掘自体は比

１１８ 金禄公債４万４千円余のうち，五分利付６千円余（奥村栄滋所有），六分利付１万２千円余，七分利付
２万４千円余となっており，七分利付が最も多いとはいえ，五分・六分の比重も高く，当然ながら相対的
に上級士族との取引が多かった。

１１９ 表１５の史料に続いて，『隆宝館予算綴』に収録されている「証」による。
１２０ 『横山隆興翁』９８，１９２頁には，１８８２年および８６年当時，隆平の負債額は２０余万円に達していたとさ
れているが，それを示す史料は横山家文書にはなく，やや過大と思われる。

１２１ たとえば，翌年６月の隆平から債権者高桑温知宛の「御依頼書」には，「隆平負債消却法ハ昨年三月御
依頼申上ケ即チ御承認ヲ得テ……」とか，１８８５年１１月の債権者松井尭一ほか４名宛の書状控には，「隆平
負債消却維持方法ノ義ニ付，本年三月各債主へ御依頼申上，即チ御承諾ヲ得……」などあり，３月以降も
元利返済延期の証書が多数ある。
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較的順調だったようにみえる。しかし銅価は８４年の暴落の後，８７年までさらに低落してゆき，

隆宝館の苦境は一層厳しくなった。館主隆平は，８５年６月に窮余の打開策として，自ら次のよ

うな経営改善策を提案した１２２。これは，隆宝館の経営状況，業務の実態，さらに意思決定のあり

方も判明する興味深いものである。

最初に，「一，鉱業上ハ館主自ラ其事ヲ採ル事」を挙げ，これまで部下に任せるところが多

かった点を反省しているようである。次いで，「二，鉱業義ハ一層注意シテ実際ニ当リ減少額ノ

予算ヲ設クルヿ」「三，館員ヲ減少スル事」といったコスト削減策を挙げ，さらに「四，家屋ヲ

他ヘ売却スル事，但財産モ精々不用物ハ挙テ売却スルヿ」と記している。この「家屋」「財産」

とは，すぐ述べるように，隆平所有の地所家屋，個人財産のことである。さらに「五，本館ヲ廃

止スル事」とあり，金沢の本部を廃止し，尾小屋の現地で一切を取り仕切ることにするわけであ

る。したがって金沢では，「家事向用」と借主に資金返済する業務を除いて，平常は資金取扱を

行わないと提案している。ということは，後年のような横山家家政資金の管理等は隆宝館（およ

び後の横山鉱業部）が扱うという仕組みが，すでに形成されていたことがわかる。これは８２年

９月の事業再編により，隆宝館を隆平単独出資としたことにより可能となったはずである。隆平

の提案に戻って，資金返済期には，手形を振り出して，円三堂に支払いを依頼すべしとあり，円

三堂への依存を深めざるを得ないとしている。さらに「八，苟完社ヘ補助金」を５年半で５千円

「恵贈スヘキ」とするなど，苟完社への支援策を提案している。これは苟完社が依然自身で債務

処理を行っていることを示すものである。また「九」は，資金繰りが容易でなく，「多少ノ金員

ヲ要」しても貸主の承諾を得る考えを示しており，「十」は，資金繰りが困難となった以上，「遺

憾ナカラ鉱業借区ハ信認ナル人ヘ仮リニ譲渡シ，然ル上トキトキノ益金ノ内若干ヲ得テ該債主ヘ

分配消却スルヿ」と，鉱業権を他者へ譲渡し，そのもとで稼行して，いずれ鉱業権を取り戻すこ

とを提案した。まさに切迫した状況だったのである。

これらの館主提案に対して，６月１８日に幹部が協議を行った。同日付の協議記録の冒頭には，

提案者隆平の悲壮な覚悟が次のように記されており，元武士の面目躍如たるものがある。

愚按ニ対シ協議決定スル，左ノ如シ

一，館主曰，借債償却ノ為メナレハ，家
�

屋
�

共
�

外
�

所
�

持
�

品
�

ヲ
�

売
�

却
�

シ
�

，一
�

家
�

離
�

散
�

ス
�

ル
�

ト
�

モ
�

敢
�

テ
�

苦
�

カ
�

ラ
�

ス
�

，諸君，無気遣協議アリタシ

そして，一から四は「可決」した。これに基づいて，隆平は，居住自邸ではないと思われるが，

実際に８５年９月に金沢区上弓ノ町の地所１万２，３３８坪を５３４円で県に売却し，北陸銀行からの

借入返済に当てた１２３。さらにその後自邸も売却したと推定される。隆平は１８８４年初め頃に粟ヶ

崎村から金沢区備中町に邸宅を購入して移転していたが１２４，その後１８８７年以降に長町にある辰

１２２ 「愚按」（『隆宝館予算綴』所収）。
１２３ 「地所売買ニ付，公証願」（横山隆平から金沢区中石引町外四拾九ヶ町戸長杉山延群宛，１８８５年９月３０
日），「公証御消込願」（同）。
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巳啓の持家に転居した。これは備中町の自邸を売却したためと考えられる。そして隆宝館の業績

が回復していた１８９０年に長町の借家を出て，上柿木畠の岩村高俊県知事の邸宅を購入して転居

し，以後ここに長く居を構えた１２５。もちろん「一家離散」することはなかった。「五」の本館廃

止については，「住居移転迄ハ家事向」の事務を本館が兼任するとしているが，８６年５月の円三

堂宛の「証」に「横山隆平方 隆宝館」とあるから，苟完社兼隆宝館事務所を廃止して，隆平方

で事務処理を行う形をとって実現していた。そして「負債消却金及ヒ給料旅費等総テ」円三堂宛

の手形を使用することとし，事実上円三堂が財務を担当するように決めており，横山家事業にお

ける円三堂の役割が一段と大きくなっている。「八」の苟完社への補助金等について，協議結果

は「本按ノ見込ヲ以テ株主総会ヲ要ス」としており，これは社長隆平の責任もあるため，苟完社

側の株主総会での合意が必要だという意味であり，休業中とはいえなお債務を抱えたまま組織機

能は存続していた。「十」の借区権を他に譲渡する提案は，さすがに館職員の強い抵抗があり，

費用節減や資金調達に努力して譲渡を回避すべしとして「削除」の結論になった。隆平提案がす

べて承認されたわけではない。とはいえ，８６年５月の隆宝館から円三堂宛の証書には，「松ヶ溝

金山谷仮坑区券」１通を，「右今般増区出願ニ付，暫時御返還正ニ請取申候」とあるから，借区

券の一部は円三堂に担保差入されていたのであろう。

この頃における隆宝館の収支決算等の財務データは見当たらないが，この６月協議決定直後で

ある８月頃の資金繰りの予想を記した史料が，続いて綴られており（表１６），これによると，支

出には，同年の隆平妹の婚姻費用も計上されているところからみて，隆平家の家政費も支出に含

まれていることが明らかであり，また苟完社の利子支払いも計上され，家計も苟完社も含めた経

理処理が行われていた。この史料には隆平家の家政費支出は明示されていないが，別の史料によ

り同年の「家事向金十一月分」が７０円とあり１２６，旧主前田家とは比較にならないとはいえ，金

沢では一応「中ないし上流の生活」といってよかろう。表１６の史料に戻って，銅売却代の下に

「一二替」と記されており，これは銅の委託販売を行っている第十二国立銀行からの入金という

意味と思われるが，販売委託先への支払いを含めた経費も嵩んで，８月には３，４００円の資金が

ショートするという見込みとなっており，まさに火の車といってよい事態であった。これを回避

１２４ 「約定証」「御検印御指止願」「借用金年賦証」などに記された隆平の住所による。１８８４年２月の住所は
すでに備中町になっており，また長男隆俊は１８８４年の小学校２年次から粟ヶ崎より金沢区大手町小学校に
転入したとあるから（横山隆俊「履歴書控」１９０９年），隆平家は１８８４年初め頃に粟ヶ崎村から備中町に移
転したはずである。そして，隆平提案において家屋を売却するとあるから，備中町の邸宅は購入したはず
である。

１２５ １８８７年５月は隆平の住所はまだ備中町であるから，長町への転居はそれ以降となる。さらに１８９０年に
岩村高俊の愛知県知事への転出により，隆平が宅地３，６７２坪と山林６畝余をもつ邸宅を購入したわけであ
る（現，石川県知事公舎）。以上，「借用金年賦証」「履歴書控」「地券」「転住送籍届」「借家人転居届」「物
品代価請取証」などによる。

１２６ 「本年十月三十日ヨリ十一月五日迄ニ仕払ヲ要スル金員之概算」（『隆宝館予算綴』所収）。
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するために，続く史料には，新規借入，返済猶予，不用物品の売却などが指示され，借入金８千

円等の新たな資金繰り計画が検討されている。およそ１８８５年は，このような資金繰り計画と経

費節減策の改定の繰り返しに終始した。

同年１１月の，先に注記した債権者松井尭一ほか４名宛の書状控には，製塩社破綻による打撃

を引きずりつつ銅価暴落が鉱山経営を直撃した隆宝館の苦境とその要因が，次のように端的に記

されている。

旧製塩社云々公債利子渡一件ニ付，過日モ尚又御申出ノ趣有之，打返シ協議致シ候処，何分

着手罷在候鉱業上ニ付モ銅価非常ニ下落シ，兼テ予算通リ相運ヒ難キニ付，已ニ当春仕法ヲ

依頼セシ一己負債ノ利子ヲモ最早仕払兼候場合ニ立至リ，不得止事半額宛ノ事ニ頃日申出シ

候族ニテ実ニ困却罷在候，……明年三月頃迄御猶予被成下度（下略）

このように，同館はこの年春に約束した利払いも困難になっており，翌年までの猶予を願い出て

いた。

４．尾小屋鉱山の苦境脱出と発展

『横山隆興翁』によると，８５年末頃も資金繰りに窮して円三堂との交渉が難航する中で，翌８６

年に「大鉱脈」に当たり，産銅量の急増により一挙に経営が回復し，「二十余万円」もあった負

表１６ 隆宝館の資金繰り予想（１８８５年６～８月頃）

項 目 金額（円）

入ノ部
銅売却代 ６～８月，３ヶ月２１，０００貫目
内（販売手数料・利子等か）
（計）

１５，７５０余
△４，５００
１１，２５０

出ノ部
４月払残リ
５月中払
６月中払
７月中払
６月中本館入用
７月分，同
８月分，同
〆

外ニ，家事向縁談ニ関スル入費
苟（完社）廻リ本月渡利子

二口〆

１，７００
２，６００
３，０００
３，０００
７５０

２，７００
４００

１４，１５０
２００余
３００

１４，６５０

差引不足 ３，４００

（出所）『隆宝館予算綴』所収の「予算」．
注：１）１８８５年８月の予想．史料の漢数字は洋数字に直

した．
２）「家事向縁談ニ関スル入費」は，隆平妹茂樹の婚
姻費用．

３）「○月中払」とは，借入金返済や家政費支出等と
推定．「○月中，本館入用」とは，鉱夫賃金など
鉱山経費と推定．
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債をこの年に一気に償却し，円三堂への借越も帳消しにしたとされる１２７。

この点について，第一に，たしかに『隆宝館予算綴』の収録史料をみると，前年まで多数あっ

た資金繰り関係の史料が１８８６年にはほとんどなくなり，生産関係の史料が増えており，ようや

く危機を脱して経営が好転したことが窺われる。ただし１８８６～８７年においても債務返済延期願

や預かり金禄公債の売却もあり，８６年に一挙に負債が消却できたわけではないと思われる。銅

価は８７年まで低迷していたのである。

第二に，この経営の好転について，『横山隆興翁』では，それまでの精神主義的な努力とか信

心が実って幸運にも富鉱脈に当たったように描かれているが，この幸運はまったくの偶然ではな

く，どうやらこの年に改めて打つべき手を打った結果であったらしい。それを示すものが，８５
ママ

年も押し迫った１２月に，隆興が隆平に宛てた「意見上伸」である１２８。というのも，隆興が記し

ている提案の多くが翌年以降に実施に移されているからである。

そこで次に，「意見上伸」の内容を，翌年これに基づいて実施されたと思われる施策とともに，

簡単に紹介しよう。

まず冒頭，隆興は隆宝館の苦境を以下のように述べる。１０万余円に上る大負債の消却は，春

以来の銅価下落によって予算通り「定約履行」できず，目途が立たない。また銅採掘の方も，排

水に費用が掛かるなどして思うように進まず，「最早死地ニ陥リ精神錯乱シテ苦痛ニ不堪」，ただ

運命を恨むよりほかない。そこで，今一度卑見を述べて，指示を待つのみであるとし，具体的な

方策を綴っている。
（鉱）

第一に，何度考えてもこの苦境を乗り越えるには，積極的に「坑業ヲ拡張」して，一気に利益

を得ることをめざすしかない。ただし拡張してうまくいくか否かについて，意見を広く求めて，

回復の目途を立てることを望むという。隆興が，この危機からの回復策として，結局積極的な鉱

区開発を提案していることは注目される。要するに，莫大な負債を返済するには，長期に稼行し

て少しずつ利益を上げていくという方法は一時中止し，銅を一気に大量に採掘するしかない，リ

スクをとって鉱業を拡大するしかないと考えたのである。

次いで，いくつかの対策を挙げる。「拡張」するために鉱区を増やすこと，また効率的な採掘

が不可欠なので，そのために「坑業実地熟練ノ人ヲ撰傭」すること，測量をして鉱区「稼方」の

見込みを立てて，松ヶ溝と大久保（松ヶ溝に隣接した麓側の鉱区）の両鉱区について，採鉱を一

挙に行い，次いで探鉱し，さらに地下へ掘り下げる目標を立てて，翌３月までに１ヶ月当たり４

万貫出鉱させること，大田溝については，貧鉱脈は採算が取れないので取り掛からず，富鉱脈の

探鉱をその採算性の検討の上で着手すること，金山谷の探鉱のほかに，借区外の３つほどある露

頭鉱脈の試験をして，良鉱の場合は試掘ないし借区の出願をすること，新借区を得る場合に地元

１２７ 同書，１９０～１９２頁。
１２８ 『隆宝館予算綴』所収。
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民（「村方」）とよく相談して，麓への運搬がスムーズにいくようにしておくこと，以上の点を行

うためにさらに資金６千円が必要であり，翌年７月までの採鉱利益によりそれが準備できなけれ

ば何年かかっても回復は望めないこと，月々の「村方」への支払いを「今一層奮発シテ」行うこ

と，さらに（どうやらこの頃，地元民が２派に分かれて対立していたらしく）地元民とよく懇親

し３０名余の「村方二派ノ者ヲ纏」めて協力を得ること，円三堂とは「已ニ懇親ヲ結ビ，内輪同

様ノ親ミアル間ナレハ，尚一層親シク信密ナル協議ヲ遂ケ，将来共ニ進ムヲ第一トス」と辰巳ら

からの一層の支援を得ること等を列記し，最後にこれらの準備のため１ヶ月休業したうえで

（もっとも厳冬の積雪期は操業に適さないためもあろう），その後翌８６年に実施するとしている。

これらのうち，「坑業実地熟達ノ人」の雇用については，隆宝館は１８８６年５月に，福井出身で

同年２月まで工部省工部大学校助教授であった鉱山技師中野外志男と雇用契約を結んだ１２９。契約

書によると，尾小屋鉱山の「鉱長」として，報酬は月俸５０円と年２回純益からの配当１００円ず

つという条件であった。中野は横山家の鉱山経営が招聘しようとした最初の鉱山技師であった。

ところが不幸にも，中野の尾小屋赴任は実現しなかった。５月２１日，尾小屋に向けた東京での

送別会の後，脳卒中のために急逝したのである。隆宝館は，やむなく代わりに，当時農商務省鉱

山局技手であった三田守一を鉱長として翌８７年に雇い入れた１３０。

事業を「拡張」するために増借区の上願を行い，そのための地元民との協定も行った。前述の

ように，８６年５月に，円三堂から「松ヶ溝金山谷仮坑区券」を「右今般増借区出願ニ付」，一時

返還してもらっている。そして６月に，尾小屋村惣代らと協定を成立させた。その「定約証」

（１８８６年６月）には，「増区ノケ所，東ハ阿手領界，北ハ阿手道通リ，西ハ大久保境界ゟ，南ノ

方直経ニ大溝ヲ跨リ大倉谷ノ川ヲ界トシ」などとあり，添付の地図をみても，松ヶ溝を中心とし

て尾小屋村東の村境までという広範な地区であり，それは後年まで尾小屋鉱山の中核地区となっ

た。そして出願に対する「村方」への「償金」を２，４００円とし，１８９０年までの年賦払いとした。

１２９ 「定約証」（１８８６年５月）。以下，中野の履歴などについては，沖久也「グリフィスの二人の助手につい
て―大岩貫一郎と中野外志男―」（『若越郷土研究』６１巻２号，２０１７年）による。

１３０ 『横山隆興翁』２００～２０１頁によると，三田は３年契約で１８８７年に赴任，９０年春に退任したという。と
ころが，同書，１９７頁には，１８９２年に三田が，金沢の本館を担当することになった隆興に代わって尾小屋
鉱山の監督を務めることになったと記されており，２００～２０１頁の記述と矛盾している。しかし，北村勝三
編『時事堤要』（１８８９年）によれば，三田は１８８８年に西尾村で中野の契約額を若干上回る９２０円の所得を
得ており，すでに尾小屋の鉱長に就任していたことがわかるし，『職員録 甲』（１８８６年１２月現在）には農
商務省鉱山局技手として名を連ねているが，翌８７年１１月のそれにはすでに消えており，８７年に尾小屋へ
赴任したとする，『横山隆興翁』２００～２０１頁の記述と整合的であり，この記述が正しいはずである。また
同書，１９３頁には，隆興は１８８８年４月に小松出張所を引き払い，金沢に戻ったとされているから，同書，
１９７頁の記述は，９２年ではなく，８８年の誤りであろう。なお，１８８７年頃の隆宝館の役職序列は，上から，
館主（隆平）―管事（隆興）―鉱長―幹事であった（「隆宝館管事鉱長幹事規則」『新修小松市史』資料編
１４産業，１２５～１２６頁）。三田は幕臣の家に生まれ，１８８２年に工部大学校を卒業している。娘に女優山川浦
路と上山珊瑚がいる。細江光「上山草人年譜稿（一）」（『甲南女子大学研究紀要』３８号，２００２年）４６頁な
どを参照。
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一方，排水などで採算が取れなかった金平村・大野村の銅愛鉱山は，もはや稼行していない。

先に１８８５年ないし８６年制定と推定した「隆宝館諸規則」には，鉱業場は尾小屋村のみであり，

事務所も尾小屋鉱山事務所とあるから，銅愛の出張所はもはやなく，銅愛鉱山も閉鎖していた。

「選択と集中」である。

それとともにそれまで銅愛鉱山を担当していた横山政和も鉱業経営から引退したらしく，史料

には現れなくなる。政和（１８３４年生まれ）は，この頃５０歳を越えており，引き続き旧主前田家

の家政評議人を９３年に没するまで務めるとともに，神社宮司に転職したのであろう。政和の嗣

子隆起も帝大法科を出て官僚の道に進み，鉱山経営を継承しなかった。当初鉱山事業にも参画し

ていた隆平の叔父隆和もすでに１８８１年に没しており，この頃から，隆宝館は隆平と隆興の２人

を中心とした経営体制となっていった。前年の８５年には小松出張所を設置し，その年の春，隆

興は金沢から小松・泥町に移住した１３１。

資金については，円三堂に頼らざるをえず，すでに少なくとも前年から隆平の資金借用証には

辰巳啓が保証人となっていたほか，先の８６年５月の鉱山技師中野との雇用契約書には，「鉱山借

区主 横山隆平」の横に，「監督 辰巳啓」と記されており，債権者円三堂と隆宝館は一層緊密

な関係になるとともに，辰巳は隆宝館の経営を一層強い立場でモニターすることとなった。ただ

し，８６年前半頃の借用証によると，村田助七や横山隆幹など，以前からの資金提供者や一族か

らも，少額ながら追加の借入を行っている。

このような手を打った上で，採鉱量を増加させ，１８８６年の鉱夫予定数は，表１７のように，

３２９人になっていた。これによると，採鉱の主力はやはり松ヶ溝鉱区であり，主に太田溝で探鉱

を行っているようにみえる。１ヶ月２３日勤務で予算を立てており，そのような労働日数だった

であろう。１８８７年頃，同鉱山ではすでに２４時間操業昼夜２交代を採用しており１３２，やがて同鉱

山は，明治末期には鉱夫１千人を超え，第一次大戦期には２千人近くに達するのである。

１３１ 『横山隆興翁』１６０頁。
１３２ 隆宝館尾小屋鉱山坑鋪課事務章程第２条（『新修小松市史』資料編１４産業，１２９頁）。この点は，戦前
においては一貫して同様であった。

表１７ 隆宝館鉱夫数予定（１８８６年）

鉱夫数 備 考

出鉱坑夫
探鉱行地坑夫
掘場手子
中出手子
車夫并根取
水夫
太田溝水夫

２０
８０
９５
４０
３８
５０
６

太田溝モ含有ス
年齢１５歳以下，大田溝ヲ打込ム
年齢１６～１８歳

惣人員 ３２９

（出所）『隆宝館予算綴』所収の無表題メモ．
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この時期の損益など財務データは見当たらないので，残念ながら正確には不明であるが，結

局，１８８６年を画期に業況は上向いたという『横山隆興翁』の記述はおそらく正しい。しかしそ

れは，以上のように，窮地に追い込まれた隆興の熟考の末に打ち出された積極的な施策が基礎と

なったものと考えられる。２年後の１８８８年には，すでに隆平は石川県内で突出した２４，６３２円と

いう第１位の高額所得者になっており，２位の北前船主大家七平６，８５９円や，３位の石川県知事

岩村高俊４，５２０円を大きく引き離していた１３３。

おわりに

以下，本稿で明らかにしたことをまとめよう。

まず，明治前期における横山家の金融業も鉱山業も，本家当主が中心とはいえ，少なくとも当

初は，一族・親戚の共同事業として始められた。また八家という旧加賀藩最上層家老家の当主隆

平，一族の１万石家老家の当主政和が自ら先頭となって運営し，大きなリスクをかけて積極的に

行った。元家老がたんに部下に任せた形の運営を行っていただけとはいえない。

また『横山隆興翁』に代表される通説と異なって，金融業が順調でなかったから，たまたま尾

小屋の地元民からの資金借入要請を契機に鉱山業に乗り出したのではない。金融業が順調でな

かったことは正しいが（というよりも，『横山隆興翁』に記されている以上に深刻であり，後ま

で尾を引くのであるが），金融業を本格的に開始するのとほぼ同じ頃，鉱山業にも（さらに汽船

会社設立にも）着手していたのであり，おそらくその鉱山開発着手が契機となって地元民による

資金借入要請や経営参加要請になったと思われる。

むろん，その前提には，金利生活者として積極的に営利事業を行わなくても体面を保てるだけ

の巨額の資産とそこからの収入があった旧主前田家とは異なって１３４，経常的な収入が閉ざされた

家禄廃止，および金禄公債交付という環境があった。とくに分家の隆和家・隆興家などを含める

と，家禄廃止は大きな変化だったはずである。しかし同様の条件に置かれた，他藩を含めた旧大

名上級家臣が同様な起業活動を行ったわけではなく，それはむしろかなり稀な事例であった。要

するに，横山一族は，旧家老家としてはきわめて珍しく，明治前期から旺盛な企業家的精神を

もった人々であった。

ただし，たんなる企業家ではなく，明らかに武士的であり，それも３万石という最上層家老の

特徴をもった企業家であって，たんなる地方名望家，名望家的地方資産家とも異なった。それは

１３３ 前掲，北村編『時事堤要』。
１３４ 横山家が絶体絶命の苦境に喘いでいた１８８４年晩秋頃，旧主前田利嗣夫妻は，連夜のように鹿鳴館の舞
踏会に参加していた。しかしそれは，「午後八時過ゟ鹿鳴館ヘ井上［馨］参議御招ニ付，従四位様御前様御
出，御帰館一時過」（『淳正公年表稿』明治１７年１１月３日）とあるように，上級華族たる前田家当主夫妻
の半ば公的な務めでもあった。いうまでもなく，井上馨らによる欧化政策は条約改正のための国策だった
からである。
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製塩社破綻に際して，金沢区長らの仲介があったにせよ，自ら泥をかぶって，中下級士族にきわ

めて寛大な解決策を容認した点に示されている。そしてそれも大きな要因として，隆宝館・横山

家は苦境に陥るが，最後には隆平は自らの財産を手放し，「一家離散スルトモ敢テ苦カラス」と

いう悲壮な覚悟を決めて，事態に対処しようとした点にも示されている。

むろん種々の条件ないし幸運にも恵まれた。金融面では，円三堂の両替商向島もさることなが

ら，辰巳啓の背後にあった第十二国立銀行の存在が大きかったのではないか。苟完社の場合は，

第十二ほかの国立銀行や為替会社などから融資を受け，製塩社なる士族の起業に融資して失敗に

終わったが，鉱山事業については国立銀行の融資が士族の起業に大きく貢献した例といえよう。

むろん旧八家奥村栄滋をはじめとする各層士族による金禄公債提供による支援も重要であった。

また，従来のイメージ通り，隆平の叔父であり同世代の隆興の存在は，彼が理化学教育を受けて

いた点でも，積極的な企業家的行動を提起した点でも，大きかったであろう。中泉既明を含めて

一族経営のメリットである相互の信頼関係が生かされたばかりでなく，林孝儀など一部の旧臣そ

の他の士族との信頼関係も重要だったであろう。隆平は，前田家評議人として長期の上京なども

あり，隆興や中泉らに権限移譲することも多かったとはいえ，自ら具体的な危機対応策も提案し

ており，トップの役割を実質的に果たしていた。そして彼は，隆宝館については自らの単独出資

というオーナー経営者とはいえ，独裁的ではなく，意思決定に際して，職員との協議を重視した

経営システムであった。隆平の危機打開案に対する協議の参加メンバーは不明であるが，少なく

とも一族親戚の隆興や中泉をはじめ数名の職員がいたはずである。こうした経営システムが可能

となったのは，やはり一族親戚・旧臣を含んだ強い人的つながりを基礎としていたからに違いな

い。もちろん，すべての前提として，尾小屋の富鉱脈の存在が不可欠であったことはいうまでも

ない。

いずれせよ，横山家の事業経営の展開は，１８７０年代末頃の「初期的な企業勃興」の一環とし

て開始された起業を，明治中後期へと続く長期的な成功に導くことは，容易でなかったことを示

す事例でもあろう。そして１８８６年以降も一直線に発展していったのではない。隆宝館には１８９０

年代にも危機があった。それらの検討は次の課題となる。

（付記）本稿作成にあたって，横山隆昭氏，横山方子氏，木越隆三所長ほかの金沢城調査研究所，

竹松幸香氏ほかの前田土佐守家資料館，および小松市史編さん事務局に，大変お世話になった

ことを記して，感謝いたします。
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